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本
稿
は
、
宏
智
頌
古
百
則
の
研
究（
二
）と
な
る
。（
一
）に
続
い
て
第
三
十
一
則
よ

り
第
五
十
則
ま
で
を
収
載
し
た
。

　

本
論
考
で
は
、(

一)

と
同
様
に
先
学
の
成
果
を
参
考
に
し
つ
つ
、
独
自
の
考
察
を

進
め
て
い
る
。
従
来
は
、
坐
禅
体
験
に
基
づ
い
た
提
唱
の
形
態
か
、
学
問
的
考
察
に

よ
る
和
訳
の
形
態
で
ま
と
め
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
で
も
釈
意
を
置
き
、
宏
智
正
覚
が

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
雲
門
文
偃
が
学
人
に
教
え
て
い
わ
れ
ま
し
た
。

「
仏
と
し
て
の
衲
が
外
を
み
る
の
は
、
第
何
番
目
の
働
き
で
し
ょ
う
か
」

と
。
大
衆
は
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
雲
門
が
代
わ
っ
て
「
南
山
に
雲

第
三
十
一
則　

雲
門
露
柱

【
本
則
】 

擧
。
雲
門
垂
語
云
。
古
佛
與
露
柱
相
交
。
是
第
幾
機
。
衆
無
語
。
自
代
云
。
南
山
起
雲
。
北
山
下
雨
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
雲
門 

垂
語
し
て
云
く
。
古
仏 

露
柱
と
相
交
わ
れ
り
。
是
れ
第
幾
機
ぞ
。
衆 

無
語
。
自
ら
代
っ
て
云
く
。
南
山
に
雲
起
こ
ら
ば
。
北
山
に
雨
下
れ
り
。

伝
え
よ
う
と
し
た
教
え
に
迫
ろ
う
と
試
み
て
い
る
点
も
同
様
で
あ
る
。

　

今
回
の（
二
）に
参
加
し
て
く
れ
た
の
は
、
佐
藤
清
道
氏
、
伊
藤
秀
真
氏
、
大
橋
崇

弘
氏
、
西
川
慈
恩
氏
、
杉
原
修
一
氏
を
中
心
と
し
て
、
関
美
那
子
氏
、
有
田
大
悟

氏
、
富
川
拓
哉
氏
の
参
加
も
得
た
。

　

今
後
継
続
し
て
第
百
則
ま
で
の
考
察
を
目
指
す
が
、
参
加
諸
氏
の
協
力
を
得
て
、

充
実
し
た
成
果
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

 

佐
藤
悦
成

﹇
釈
意
﹈

雲
門
は
、
自
己
の
内
に
あ
る
分
別
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
す
べ
て
を
あ
り
の
ま
ま
に
観
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
実
相
の
会
得
に
は
至
ら
な
い
と
示
し
た
。
露
柱
は
そ
の
例
と
し
て
説

い
た
の
で
あ
り
、
仮
有
空
無
の
意
味
を
説
い
て
い
る
。
真
実
の
仏
法
が
何
で
あ
る
か
、
と
問
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が
起
こ
れ
ば
、
北
山
に
雨
が
降
る
」
と
い
い
ま
し
た
。

わ
れ
た
大
衆
は
、
あ
ま
り
に
初
歩
的
な
質
問
と
捉
え
て
逡
巡
し
た
の
か
、
問
い
か
け
に
応
じ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
仕
方
な
く
雲
門
は
自
ら
の
問
い
に
自
身
で
答
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
雲
が
発
生
す
る
と
雨
が
降
る
よ
う
に
、
思
慮
分
別
が
入
る
こ
と
な
く
、
自
身
の
心
に
隙

間
が
生
じ
な
け
れ
ば
、
眼
前
に
仏
法
の
真
実
が
現
れ
て
い
る
こ
と
を
識
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

﹇
釈
意
﹈

こ
の
世
界
と
悟
り
の
世
界
は
、
別
個
の
存
在
で
は
な
く
、
隔
て
る
境
界
が
存
在
し
て
い
る
訳

で
は
な
い
。
人
は
凡
聖
、
清
濁
の
分
別
を
加
え
て
、
自
ら
真
実
を
見
え
な
く
し
て
い
る
。
お

釈
迦
様
が
、
仏
性
そ
の
も
の
を
分
か
り
や
す
く
喩
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
目
の
前
に
あ
る
真
実

を
分
別
を
入
れ
ず
に
会
得
す
れ
ば
、
二
つ
の
世
界
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な

る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
仏
の
教
え
は
、
初
め
か
ら
蔵
す
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
せ
ん
。
見
る
側
と
見
ら
れ
る
側
を
超
え
た
時
、
本
来
は
一
体
に
な

る
の
で
す
。
情
識
や
思
量
を
超
え
て
、
正
邪
の
分
別
を
入
れ
る
こ
と
が
な
け

れ
ば
真
実
は
眼
前
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
喩
え
れ
ば
、
岩
の
傍
ら
に
咲
い
て

い
る
花
に
、
蜂
が
受
粉
し
て
蜜
を
作
り
、
ま
た
、
野
草
が
茂
り
、
草
を
食
ん

だ
麝
は
臍
の
香
り
を
漂
わ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
お
釈
迦
様
は
、
時
に
応

じ
て
三
尺
に
、
時
に
は
一
丈
六
尺
に
身
を
変
じ
て
そ
の
姿
を
現
さ
れ
ま
す
。

そ
の
す
べ
て
に
真
実
を
顕
し
て
み
え
ま
す
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
雲
門
】
雲
門
文
偃
（
864
〜
949
）
の
こ
と
。
嘉
興
（
浙
江
省
）
の
人
。
俗
姓
は
張
氏
。
雪
峯
義
存
の
法
嗣
。
毘
陵
（
江
蘇
省
）
の
戒
壇
で
具
足
戒
を
受
け
る
。
諸
方
を
遊
歴
し
て
、
雲
門

山
に
禅
宇
（
大
覚
寺
）
を
建
立
。
三
〇
余
年
住
し
た
。【
露
柱
】
法
堂
や
仏
殿
を
さ
さ
え
る
円
柱
の
こ
と
。
無
情
ま
た
は
非
情
な
も
の
の
意
。【
南
山
起
雲
北
山
下
雨
】
唐
の
宋
璟
「
羯
鼓

歌
」
の
引
用
。
大
自
然
の
そ
れ
ぞ
れ
の
営
み
に
よ
り
、
お
互
い
の
は
た
ら
き
が
、
お
互
い
を
生
か
し
あ
っ
て
い
る
（『
碧
巌
録
』
83
則
に
も
み
ら
れ
る
）。『
雲
門
広
録
』
巻
下
に
は
、「
南

山
打
鼓
北
山
舞
」
の
語
が
み
ら
れ
る
。【
見
縁
】
見
と
見
縁
（
分
別
と
分
別
の
原
因
。
能
所
の
こ
と
）。【
情
量
】
情
識
を
も
っ
て
思
量
す
る
こ
と
。【
麝
臍
作
香
】
麝
は
鹿
に
似
た
動
物
。

臍
の
中
に
香
を
貯
え
て
い
る
。【
随
類
三
尺
一
丈
六
】『
涅
槃
経
』
二
〇
の
引
用
。
倶
尸
長
者
の
三
尺
の
矮
身
と
釈
尊
の
丈
六
の
全
身
を
並
称
し
、
凡
聖
の
意
味
。

【
頌
】 

頌
曰
。
一
道
神
光
。
初
不
覆
藏
。
超
見
縁
也
。
是
而
無
是
。
出
情
量
也
。
當
而
無
當
。
巖
華
之
粉
兮
蜂
房
成
蜜
。
野
草
之
滋
兮
。
麝
臍
作
香
。
隨
類
三
尺

一
丈
六
。
明
明
觸
處
露
堂
堂
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
一
道
の
神
光
、
初
め
よ
り
覆
蔵
せ
ず
。
見
縁
を
超
ゆ
る
や
、
是
に
し
て
是
無
し
。
情
量
を
出
づ
る
や
、
当
っ
て
当
る
こ
と
無
し
。
岩
華
の
粉
た
る
や
蜂

房
蜜
を
成
す
。
野
草
の
滋
た
る
や
、
麝
臍
香
を
作
す
。
随
類
三
尺
一
丈
六
、
明
明
と
し
て
触
処
露
堂
堂
。
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第
三
十
二
則　

仰
山
心
境

【
本
則
】 
擧
。
仰
山
問
僧
。
甚
處
人
。
僧
云
。
幽
州
人
。
山
云
。
汝
還
思
彼
中
麼
。
僧
云
常
思
。
山
云
。
能
思
是
心
。
所
思
是
境
。
彼
中
山
河
大
地
樓
臺
殿
閣
人
畜

等
物
。
反
思
思
底
心
。
還
有
許
多
般
麼
。
僧
云
。
某
甲
到
這
裏
。
總
不
見
有
。
山
云
。
信
位
卽
是
。
人
位
未
是
。
僧
云
。
和
尚
莫
別
有
指
示
否
。
山
云
別

有
。
別
無
卽
不
中
。
據
汝
見
處
。
只
得
一
玄
。
得
坐
披
衣
。
向
後
自
看
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
仰
山 

僧
に
問
う
。
甚
の
処
の
人
ぞ
。
僧
云
く
。
幽
州
の
人
。
山
云
く
。
汝 

還
た
彼
の
中
を
思
う
や
。
僧
云
く
。
常
に
思
う
。
山
云
く
。
能
思
は
是
心
。
所

思
は
是
境
。
彼
中
に
は
山
河
大
地
楼
台
殿
閣
人
畜
等
の
物
あ
り
。
思
底
の
心
を
反
思
せ
よ
。
還
っ
て
許
多
般
有
り
や
。
僧
云
く
。
某
甲
這
裏
に
到
っ
て
総
に
有
る
こ

と
を
見
ず
。
山
云
く
。
信
位
は
即
ち
是
。
人
位
は
未
だ
是
な
ら
ず
。
僧
云
く
。
和
尚
別
に
指
示
有
る
こ
と
莫
し
や
否
や
。
山
云
く
。
別
に
有
り
別
に
無
し
と
い
わ
ば

即
ち
中
ら
ず
。
汝
が
見
処
に
拠
ら
ば
。
只
一
玄
を
得
た
り
。
得
坐
披
衣
。
向
後
自
ら
看
よ
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聴
き
な
さ
い
。
仰
山
慧
寂
が
僧
に
問
い
ま
し
た
。
ど
こ
の
生
ま

れ
で
す
か
」。
僧
が
答
え
ま
し
た
。「
河
南
省
幽
州
の
者
で
す
」。
仰
山
が
言

い
ま
し
た
。「
君
は
故
郷
を
思
い
出
し
ま
す
か
」。
僧
が
言
い
ま
し
た
。「
い

つ
も
思
い
出
し
ま
す
」。
仰
山
は
言
い
ま
し
た
。「
思
い
出
す
主
観
は
心
で
あ

り
、
思
い
出
す
客
観
は
外
境
で
あ
る
。
故
郷
に
は
山
も
河
も
大
地
も
大
き
な

建
物
も
人
も
家
畜
等
の
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
思
い
出
す
主
観
の
心
を
繰

り
返
し
す
べ
て
を
見
極
め
て
み
る
な
ら
ば
、
心
の
中
に
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の

も
の
が
あ
る
か
ね
」。
僧
が
言
い
ま
し
た
。「
衲
は
そ
こ
を
極
め
て
、
既
に
悟

り
の
境
地
に
至
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
も
の
が
実
在
し
な
い
こ
と
を
会
得

し
て
い
ま
す
」
と
。
仰
山
は
言
い
ま
し
た
。「
客
観
と
い
う
外
の
も
の
が
移

り
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
君
自
身
の
主
観
に
も

実
態
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
」
と
。
僧
が
言
い
ま
し
た
。

﹇
釈
意
﹈

師
家
と
修
行
僧
が
初
相
見
の
と
き
、
僧
の
至
っ
た
境
地
を
探
る
た
め
に
、
師
家
が
試
み
る
た

め
こ
の
よ
う
な
問
い
方
を
し
た
。
仰
山
が
、
自
分
が
仏
の
世
界
に
い
る
こ
と
を
分
っ
て
い
る

か
と
問
う
の
に
た
い
し
て
、
僧
は
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
、「
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
」
と

答
え
た
。
仰
山
が
、
自
身
の
心
が
外
の
世
界
を
認
識
す
る
と
い
う
分
別
が
あ
り
ま
す
か
、
と

い
い
、
つ
づ
け
て
、
こ
の
世
界
に
は
山
も
あ
り
川
も
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
物
が
あ
る
が
、
そ
れ

が
境
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
の
問
い
に
、
僧
は
、
定
ま
っ
た
心
は
元
々
な
く
動
い
て
い
く
も

の
で
、
固
定
し
た
概
念
は
残
っ
て
い
な
い
と
答
え
た
。
そ
こ
で
仰
山
は
、
修
行
僧
の
現
在
の

境
地
は
認
め
な
が
ら
も
、
ま
だ
完
成
し
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
な
け
れ
ば
自
分
自

身
の
悟
り
に
至
ら
な
い
。
真
実
が
分
か
っ
た
だ
け
で
は
す
べ
て
を
会
得
し
た
わ
け
で
は
な
い

と
示
し
た
。
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﹇
語
彙
﹈ 

【
仰
山
】
仰
山
慧
寂
（
815
〜
891
）

仰
宗
。

山
霊
祐
の
法
嗣
。
韶
州
（
広
東
省
）
懐
化
県
の
人
。
俗
姓
は
葉
氏
。【
幽
州
】
河
南
省
の
北
部
、
北
京
付
近
の
こ
と
。【
信
位
は
即
ち
是
、

人
位
は
未
だ
是
な
ら
ず
】
信
位
は
真
実
、
人
位
は
現
実
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。【
得
坐
披
衣
】
坐
を
得
、
衣
を
披
く
の
義
。
自
分
の
修
行
の
こ
と
。【
岸
岸
】
高
く
屹
ゆ
る
か
た
ち
。

【
冲
る
】
高
く
あ
が
る
。
高
く
と
び
あ
が
る
。【
重
重
】
堅
牢
な
る
か
た
ち
。

﹇
釈
意
﹈

悟
り
と
は
こ
う
い
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
自
分
の
分
別
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い

る
。
酒
を
飲
ん
で
客
は
い
い
気
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
も
う
腹
一
杯
に
飯
を
食
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
そ
の
後
を
自
分
で
計
る
こ
と
が
な
い
。
仏
法
の
有
り
方
を
一
寸
理
解
し
て
い
い

気
分
に
な
っ
て
い
る
。
自
分
が
真
実
の
世
界
に
い
る
の
に
見
る
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
。
僧

の
見
解
に
悟
境
へ
の
執
着
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
心
は
広
大
に
し
て
無
限
に
す
べ
て
を
包

容
し
、
礙
え
ら
る
こ
と
無
く
常
に
動
い
て
止
み
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
が
分
ら

な
い
の
に
、
自
分
自
身
の
内
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
半
分
ま
で
で

満
足
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
を
喩
え
れ
ば
、
酒
は
い
つ
も
美
味

で
、
人
を
酔
わ
せ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
飯
を
腹
一
杯
に
食

べ
て
い
な
が
ら
、
自
ら
米
を
作
ら
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
。
風
が
金
翅
鳥
王

を
大
空
に
飛
び
出
す
の
を
後
押
し
し
て
、
翼
に
風
を
送
る
よ
う
な
も
の
で
あ

り
、
龍
が
蒼
海
を
飛
び
出
て
天
に
昇
る
時
、
雲
雷
が
そ
の
は
た
ら
き
を
助
け

る
よ
う
に
、
仰
山
は
僧
の
修
行
を
助
け
た
の
で
す
。

【
頌
】 

頌
曰
。
無
外
而
容
。
無
礙
而
冲
。
門
牆
岸
岸
關
鎖
重
重
。
酒
常
酣
而
臥
客
。
飯
雖
飽
而
頽
農
。
突
出
虚
空
兮
風
搏
妙
翅
。
踏
翻
滄
海
兮
雷
送
遊
龍
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
外
る
る
こ
と
無
く
し
て
容
れ
。
礙
う
る
こ
と
無
く
し
て
冲
る
。
門
牆
岸
岸 

関
鎖
重
重
。
酒 

常
に
酣
に
し
て
客
を
臥
せ
し
め
。
飯
飽
く
と
雖
も
農
を
頽

ら
す
。
虚
空
に
突
出
し
て 

風 

妙
翅
を
搏
た
し
め
。
蒼
海
を
踏
翻
し
て 

雷 

遊
龍
を
送
る
。

「
和
尚
さ
ま
、
更
な
る
ご
指
導
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」。
仰
山
が
言
い
ま
し
た
。

「
更
な
る
指
示
の
有
る
か
無
い
か
と
い
う
の
は
的
は
ず
れ
だ
。
君
が
会
得
し

た
と
こ
ろ
は
、
一
方
の
信
位
を
得
た
だ
け
だ
。
専
一
に
修
行
し
て
、
そ
の
後

自
ら
看
と
ど
け
る
べ
き
で
あ
る
」
と
。
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宏
智
頌
古
百
則
の
研
究
（
二
）（
佐
藤
）

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
禹
門
の
三
級
の
滝
を
鯉
が
初
め
て
昇
る

【
頌
】 

頌
曰
。
浪
級
初
昇
雲
雷
相
送
。
騰
躍
稜
稜
看
大
用
。
焼
尾
分
明
度
禹
門
。
華
鱗
未
肯
淹
韲
甕
。
老
成
人
不
驚
衆
。
慣
臨
大
敵
初
無
恐
。
泛
泛
端
如
五
兩
輕
。

堆
堆
何
啻
千
鈞
重
。
高
名
四
海
復
誰
同
。
介
立
八
風
吹
不
動
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
浪
級
初
め
て
昇
る
と
き 

雲
雷
相
い
送
る
。
謄
躍
稜
稜
と
し
て
大
用
を
看
る
。
尾
を
焼
い
て
分
明
に
禹
門
を
度
る
。
華
鱗
未
だ
肯
え
て
韲
甕
に
淹
さ
れ

ず
。
老
成
の
人
は
衆
を
驚
か
さ
ず
。
大
敵
に
臨
む
に
慣
れ
て
初
め
よ
り
恐
る
る
こ
と
無
し
。
泛
泛
と
し
て
端
に
五
両
の
軽
き
が
如
く
。
堆
堆
と
し
て
何
ぞ
啻
だ
千
鈞

の
重
き
の
み
な
ら
ん
や
。
高
名
四
海 

復
た
誰
か
同
じ
き
。
介
り
立
っ
て
八
風
吹
け
ど
も
動
ぜ
ず
。

﹇
釈
意
﹈

頌
は
雪
峰
に
対
す
る
讃
嘆
で
あ
る
。
三
聖
は
若
い
だ
け
に
柔
軟
さ
が
な
く
、
雪
峰
は
老
成
の

﹇
釈
意
﹈

『
碧
巌
録
』
第
四
十
九
則
「
三
聖
透
網
金
鱗
」
も
同
じ
内
容
。
三
聖
は
悟
り
に
こ
だ
わ
っ
て

お
り
、
悟
り
の
網
を
抜
け
出
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
悟
り
と
い
う
網
を
被
っ
た
状
態
に

い
る
。
雪
峰
は
三
聖
の
修
行
を
評
価
し
て
い
る
が
、
悟
り
の
網
を
抜
け
出
さ
な
い
と
い
け
な

い
、
と
諭
し
て
い
る
。
師
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
は
悟
っ
た
こ
と
に
な
ら
ず
、
自
分

で
悟
道
の
先
を
会
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
雪
峰
は
、
本
当
に
抜
け
出
し
て
来
た
ら
教
え

よ
う
、
と
い
う
。
す
べ
て
を
教
え
る
こ
と
は
三
聖
の
悟
達
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聴
き
な
さ
い
。
三
聖
慧
然
が
雪
峰
義
存
に
問
い
ま
し
た
。「
漁

夫
の
網
を
く
ぐ
り
抜
け
た
金
鱗
の
魚
は
、
さ
て
、
何
を
食
べ
る
の
で
し
ょ
う

か
」。
雪
峰
が
答
え
ま
し
た
。「
君
が
悟
り
と
い
う
網
を
抜
け
出
た
ら
、
君
に

教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」。
三
聖
は
言
い
ま
し
た
。「
一
千
五
百
人
の
弟
子
達

を
導
く
優
れ
た
指
導
者
と
も
あ
ろ
う
方
が
、
問
答
の
仕
方
も
ご
存
じ
な
い
」。

雪
峰
が
言
い
ま
し
た
。「
衲
は
住
持
の
仕
事
が
忙
し
い
の
で
な
」
と
。

第
三
十
三
則　

三
聖
金
鱗

【
本
則
】 
擧
。
三
聖
問
雪
峯
。
透
網
金
鱗
。
未
審
。
以
何
爲
食
。
峯
云
。
待
汝
出
網
來
向
汝
道
。
聖
云
。
一
千
五
百
人
善
知
識
。
話
頭
也
不
識
。
峯
云
。
老
僧
住
持

事
繁
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
三
聖 
雪
峰
に
問
う
。
網
を
透
る
金
鱗
。
未
審
し
。
何
を
以
て
か
食
と
な
す
や
。
峰
云
く
。
汝 

網
を
出
で
来
ら
ん
を
待
っ
て
汝
に
向
か
っ
て
道
わ
ん
。
聖
云

く
。
一
千
五
百
人
の
善
知
識
。
話
頭
だ
も
也
た
識
ら
ず
。
峰
云
く
。
老
僧
住
持
の
事
繁
し
。
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紀　

要　

第
四
二
号

﹇
和
訳
﹈

諸
君
よ
く
聴
き
な
さ
い
。
風
穴
延
沼
が
問
題
を
提
示
し
て
言
い
ま
し
た
。
僅

﹇
語
彙
﹈ 

【
三
聖
】
三
聖
慧
然
（
不
詳
）
臨
済
義
玄
の
法
嗣
、
鎮
州
三
聖
院
に
住
し
た
。
仰
山
慧
寂
、
香
厳
智
閑
、
徳
山
宣
鑑
、
雪
峯
義
存
等
に
も
歴
参
し
た
。
俗
姓
、
本
貫
等
不
明
。【
雪
峯
】
雪

峯
義
存
（
八
二
二
〜
九
〇
八
）
徳
山
宣
鑑
の
法
嗣
。
雪
峯
山
の
開
山
第
一
世
と
し
て
住
す
る
こ
と
三
九
年
、
門
下
に
雲
門
、
玄
沙
、
保
福
、
長
慶
ら
多
く
の
俊
秀
を
打
出
し
た
。
真
覚
大

師
。【
浪
級
初
め
て
昇
っ
て
雲
雷
相
送
る
】
兎
門
の
三
級
を
鯉
が
昇
る
時
、
雷
が
扶
け
る
と
い
う
意
。【
三
級
】
入
り
口
、
初
め
の
一
歩
の
こ
と
。【
稜
稜
】
威
勢
勇
ま
し
き
形
容
。【
尾
を

焼
い
て
分
明
に
兎
門
を
度
る
】
鯉
が
兎
門
三
級
の
波
を
躍
り
超
え
て
龍
門
に
登
り
化
し
て
龍
と
な
る
時
、
雷
火
が
そ
の
尾
を
焼
く
と
い
う
こ
と
。【
華
鱗
未
だ
肯
え
て
韲
甕
に
淹
さ
れ

ず
】
三
聖
が
雪
峯
に
よ
っ
て
、
な
ま
す
桶
に
自
分
が
そ
こ
か
ら
出
な
い
と
い
う
意
。【
泛
泛
と
し
て
端
に
五
両
の
軽
き
が
如
く
】
泛
泛
と
は
、
翻
っ
て
い
る
様
子
。
五
両
は
こ
こ
で
は
重

さ
が
極
め
て
軽
い
こ
と
の
例
え
。【
八
風
】
利
・
衰
・
毀
・
誉
・
称
・
譏
・
苦
・
楽
の
こ
と
で
、
人
の
心
を
動
揺
さ
せ
る
も
の
。

第
三
十
四
則　

風
穴
一
塵

【
本
則
】 

擧
。
風
穴
垂
語
云
。
若
立
一
塵
家
國
興
盛
。
不
立
一
塵
家
國
喪
亡
。
雪
竇
拈
拄
杖
云
。
還
有
同
生
同
死
底
衲
僧
麼
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
風
穴
垂
語
し
て
云
く
。
若
し
一
塵
を
立
つ
れ
ば 

家
国
興
盛
し
。
一
塵
を
立
て
ざ
れ
ば 

家
国
喪
亡
す
。
雪
竇 

拄
杖
を
拈
じ
て
云
く
。
還
た
同
死
同
生
底
の

衲
僧
あ
り
や
。

﹇
釈
意
﹈

『
天
聖
広
燈
録
』
巻
十
五
の
「
風
穴
延
沼
章
」
の
内
容
に
同
じ
。
野
老
と
は
、
田
舎
の
農
夫

と
き
、
雲
雷
が
さ
ら
に
た
す
け
、
勇
ま
し
く
躍
り
上
が
っ
て
偉
大
な
は
た
ら

き
が
現
れ
ま
す
。
雷
火
で
尾
を
焼
い
て
、
確
か
に
禹
門
を
渡
っ
て
龍
と
な
り

ま
す
。
華
麗
な
金
鱗
の
鯉
は
、
甕
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
さ
す
が
に
老
成
し
た
指
導
者
の
雪
峰
は
、
修
行
者
を
驚
か
す
こ
と
は
な

い
の
で
す
。
大
胆
不
敵
な
挑
戦
に
も
、
い
つ
も
の
こ
と
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
恐
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
た
か
も
自
由
自
在
に
翻
る
五
両
の
軽
き

羽
の
よ
う
で
あ
り
、
千
鈞
の
重
み
だ
け
が
尊
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

高
名
は
四
海
に
行
き
渡
り
、
一
体
、
同
じ
よ
う
な
人
に
誰
が
い
る
で
し
ょ
う

か
。
独
り
そ
そ
り
立
っ
て
、
を
動
揺
さ
せ
る
八
風
（
利
・
衰
・
毀
・
誉
・

称
・
譏
・
苦
・
楽
）
が
吹
い
て
も
動
ず
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

人
で
あ
る
。
三
聖
の
元
気
な
若
さ
に
比
べ
れ
ば
、
雪
峰
は
さ
す
が
に
老
成
し
た
指
導
者
で
、

少
し
も
修
行
者
を
驚
か
す
こ
と
な
い
。
旗
が
風
に
舞
う
よ
う
に
ど
ん
な
人
が
き
て
も
、
自
由

自
在
に
動
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
力
量
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
高

名
は
津
々
浦
々
に
い
き
渡
り
、
互
角
に
わ
た
り
合
え
る
境
界
の
人
は
ど
こ
に
も
い
な
い
の
で

あ
る
。
人
の
心
を
動
揺
さ
せ
る
も
の
が
吹
い
て
も
動
ず
る
こ
と
は
な
く
、
三
聖
の
問
い
へ
の

こ
の
対
応
が
雪
峰
の
宗
風
で
あ
る
。
自
分
の
立
場
に
執
着
し
な
い
の
で
あ
る
。
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﹇
語
彙
﹈ 

【
風
穴
】
風
穴
延
沼
（
896
〜
973
）
劉
氏
、
余
杭
の
人
、
南
院
慧
顒
の
法
嗣
。【
雪
竇
】
雪
竇
重
顕
（
980
〜
1052
）
雲
門
下
三
世
智
門
光
祚
の
法
嗣
。【
皤
然
と
し
て
渭
水
に
起
こ
っ
て
綸
を
垂

る
】
皤
然
は
白
髪
の
形
容
。
渭
水
は
甘
粛
省
か
ら
陜
西
省
を
経
て
洛
水
と
合
し
て
黄
河
に
入
る
河
。【
首
陽
清
餓
の
人
】
首
陽
は
山
西
省
水
済
県
の
南
に
あ
る
山
。
清
餓
の
人
は
清
廉
潔

白
に
し
て
餓
死
し
た
人
。『
史
記
』
伯
夷
伝
の
周
の
粟
を
食
べ
ず
に
餓
死
し
た
伯
夷
・
叔
斉
兄
弟
の
こ
と
。【
両
つ
】
仏
教
の
完
成
、
悟
り
は
行
っ
た
ら
又
帰
っ
て
く
る
と
い
う
両
方
向
が

あ
る
と
す
る
。
世
法
（
大
公
望
）・
仏
法
で
、
こ
の
社
会
に
は
二
つ
あ
る
と
す
る
。
大
公
望
（
政
治
家
・
文
王
の
宰
相
）
が
伯
夷
と
叔
斉
を
助
け
る
。
二
人
は
義
の
人
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
渭
水
に
釣
り
糸
を
垂
れ
て
い
た
太
公
望

が
文
王
に
請
わ
れ
て
天
下
を
治
め
た
こ
と
と
、
義
を
通
し
て
首
陽
山
で
餓
死

し
た
伯
夷
・
叔
斉
と
比
べ
て
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
伯
夷
・
叔
斉
の
高
名
と
太

公
望
の
勲
功
と
は
、
両
方
と
も
必
要
な
の
で
す
。

﹇
釈
意
﹈

『
史
記
』
列
伝
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
呂
尚
が
釣
り
糸
を
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
周
の
太
公

（
文
王
の
父
）
に
起
用
さ
れ
宰
相
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
、
と
い
う
話
が
元
と
な
り
太
公
望

と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
。
伯
夷
・
叔
斉
が
周
に
仕
え
て
い
た
時
、
殷
の
紂
王
が
暴
君
で

あ
っ
た
た
め
、
周
の
武
王
が
征
伐
に
で
か
け
た
。
伯
夷
・
叔
斉
は
、
紂
王
は
周
の
主
君
に
当

る
と
主
張
し
た
が
、
紂
王
は
殺
さ
れ
て
周
が
覇
者
と
な
っ
た
。
伯
夷
・
叔
斉
は
首
陽
山
に
隠

棲
し
、
遂
に
飢
え
死
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
心
の
中
に
欲
望
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

有
り
方
が
変
わ
っ
て
い
き
、
世
法
は
転
変
す
る
が
、
仏
法
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
で

は
な
い
。
仏
法
と
世
法
は
理
想
と
現
実
で
あ
り
、
互
い
が
互
い
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
皤
然
渭
水
起
垂
綸
。
何
似
首
陽
清
餓
人
。
只
在
一
塵
分
變
態
。
高
名
勲
業
兩
難
泯
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
皤
然
と
し
て
渭
水
に
垂
綸
よ
り
起
つ
は
。
首
陽
清
餓
の
人
に
何
似
ぞ
。
只
だ
一
塵
に
在
っ
て
変
態
を
分
か
つ
。
高
名
勲
業
両
つ
な
が
ら
泯
じ
難
し
。

の
こ
と
で
あ
る
。
農
夫
に
と
っ
て
太
平
と
は
、
治
め
る
も
の
と
治
め
ら
れ
る
も
の
と
が
意
識

し
あ
う
こ
と
な
い
状
況
を
理
想
と
し
、
権
力
が
強
く
な
る
と
農
夫
が
眉
を
し
か
め
る
と
い

い
、
権
力
者
が
弱
く
な
る
と
農
村
が
ゆ
っ
た
り
と
お
だ
や
か
に
な
る
こ
と
を
い
う
。
心
の
中

に
僅
か
で
も
煩
悩
が
起
こ
れ
ば
、
悟
道
か
ら
遠
く
な
り
、
煩
悩
が
制
御
さ
れ
れ
ば
悟
達
の
道

が
開
け
る
。
雪
竇
は
、
そ
の
教
え
を
会
得
し
よ
う
と
す
る
修
行
僧
は
こ
の
中
に
い
る
か
と
鼓

舞
し
て
い
る
。

か
な
こ
と
で
国
家
は
興
隆
し
た
り
、
滅
亡
し
た
り
し
ま
す
、
と
。
そ
こ
で
雪

竇
重
顕
は
、
拄
杖
を
取
り
上
げ
て
言
い
ま
し
た
。
さ
て
、
こ
の
中
に
衲
と
運

命
を
共
に
修
行
す
る
修
行
僧
は
い
ま
す
か
、
と
。
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
洛
浦
元
安
が
夾
山
善
会
に
参
じ
た
時
、
夾
山
に

礼
拝
も
せ
ず
に
面
前
に
立
ち
ま
し
た
。
夾
山
は
言
い
ま
す
。「
鶏
が
鳳
凰
の

巣
に
住
ん
で
い
る
。
同
種
の
者
で
は
な
い
の
で
こ
こ
か
ら
出
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
」。
洛
浦
は
言
い
ま
す
。「
遠
く
か
ら
高
名
を
聞
い
て
ま
い
り
ま
し

た
。
一
つ
教
え
を
頂
戴
で
き
ま
せ
ん
か
」
夾
山
は
言
い
ま
す
。「
目
の
前
に

は
、
あ
な
た
も
居
な
い
し
、
こ
こ
に
衲
も
い
ま
せ
ん
」。
洛
浦
が
「
喝
」
と

い
い
ま
し
た
。
夾
山
は
言
い
ま
す
。「
や
め
な
さ
い
、
や
め
な
さ
い
。
そ
ん

な
に
、
騒
ぐ
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
月
や
雲
、
谷
や
山
は
同
じ
も
の
で
す

が
、
見
る
者
に
よ
っ
て
見
方
が
異
な
る
も
の
で
す
。
悟
り
を
得
る
人
が
い
な

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
仏
法
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
人
は

希
で
す
」。
洛
浦
は
黙
り
ま
し
た
。
夾
山
は
そ
れ
を
見
て
、
洛
浦
を
打
ち
ま

す
。
洛
浦
は
こ
れ
に
よ
っ
て
真
に
弟
子
と
な
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。

﹇
釈
意
﹈

洛
浦
は
臨
済
に
学
ん
だ
後
、
夾
山
の
元
に
来
た
の
で
あ
る
が
、
値
踏
み
を
す
る
よ
う
に
し
て

夾
山
の
力
量
を
量
っ
た
。
夾
山
は
そ
ん
な
傍
若
無
人
な
洛
浦
に
対
し
、「
臨
済
の
真
似
を
す

る
だ
け
の
小
者
に
は
用
が
な
い
」
と
挑
発
す
る
。
洛
浦
は
、
今
度
は
下
手
に
出
て
、「
遠
方

か
ら
あ
な
た
を
慕
っ
て
き
た
の
で
す
。
一
つ
教
え
を
説
い
て
下
さ
い
」
と
言
っ
て
夾
山
の
様

子
を
覗
っ
た
。
夾
山
は
、
眼
前
に
見
え
る
姿
は
仏
教
の
入
口
に
過
ぎ
な
い
と
言
い
、
仏
教
の

基
本
を
伝
え
た
。
そ
の
夾
山
に
対
し
洛
浦
は
、
臨
済
が
教
え
た
分
別
を
離
れ
る
意
味
の

「
喝
」
を
使
い
、「
そ
ん
な
こ
と
知
っ
て
い
る
」
と
臨
済
の
教
え
を
発
揮
し
た
。
夾
山
は
洛
浦

が
概
ね
同
調
し
た
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
更
に
続
け
て
言
っ
た
。
世
の
中
は
「
喝
」
で
仏
法
を

語
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
同
じ
表
現
で
あ
っ
て
も
境
地
は
異
な
る
も
の
だ
。
無
舌
の
人

（
悟
っ
た
人
）
は
悟
り
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
ど
の
よ
う
に
仏
法
を
伝
え
る
の

か
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
洛
浦
は
分
か
ら
な
く
な
り
黙
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
夾
山
は
、
臨

済
の
も
と
で
学
び
、
悟
り
を
理
解
し
て
天
狗
に
な
っ
て
い
た
洛
浦
を
一
棒
し
た
。
洛
浦
は
、

自
分
が
悟
に
至
る
こ
と
し
か
考
え
て
な
か
っ
た
こ
と
を
悟
っ
た
。
そ
の
時
、
初
め
て
礼
拝
す

第
三
十
五
則　

洛
浦
伏
膺

【
本
則
】 
挙
。
洛
浦
参
夾
山
。
不
禮
拜
當
面
而
立
。
山
云
。
鶏
棲
鳳
巣
非
其
同
類
出
去
。
浦
云
。
自
遠
趨
風
。
乞
師
一
接
。
山
云
。
目
前
無
闍
黎
。
此
間
無
老
僧
。

浦
便
喝
。
山
云
。
住
住
且
莫
草
草
怱
怱
。
雲
月
是
同
谿
山
各
異
。
截
斷
天
下
人
舌
頭
即
不
無
、
爭
教
無
舌
人
解
語
。
浦
無
語
。
山
便
打
。
浦
從
此
伏
膺
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
洛
浦 
夾
山
に
参
ず
。
礼
拝
せ
ず
し
て
面
に
当
っ
て
立
つ
。
山
云
く
。
鶏
鳳
巣
に
棲
む
、
其
の
同
類
に
非
ず
出
で
去
れ
。
浦
云
く
。
遠
き
よ
り
風
に
趨
る
。

乞
ふ
師
一
接
。
山
云
く
。
目
前
に
闍
梨
無
く
此
間
に
老
僧
無
し
。
浦
便
ち
喝
す
。
山
云
く
。
住
み
ね
住
み
ね 

且
ら
く
草
草
怱
怱
た
る
こ
と
莫
れ
。
雲
月
是
れ
同
じ

く
溪
山
各
異
な
れ
り
。
天
下
の
人
の
舌
頭
裁
断
す
る
こ
と
は
即
ち
無
き
に
あ
ら
ず
、
争
か
無
舌
人
を
し
て
解
語
せ
し
め
ん
。
浦
無
語
。
山
便
ち
打
つ
。
浦
此
よ
り
伏

膺
す
。
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﹇
語
彙
﹈ 

【
洛
浦
元
安
】
洛
浦
元
安
（
833
〜
897
）
夾
山
善
会
の
法
嗣
。【
夾
山
】
夾
山
善
会
（
805
〜
881
）
薬
山
惟

の
法
孫
。
船
子
徳
誠
の
法
嗣
。【
雲
月
是
同
溪
山
各
異
】
雲
や
月
は
同
じ
だ
が
そ

れ
に
照
ら
さ
れ
る
溪
や
山
は
千
差
万
別
。
見
え
る
も
の
の
立
場
で
同
じ
も
の
が
異
な
っ
て
見
え
る
の
意
。【
伏
膺
】
信
伏
帰
投
す
る
こ
と
。
膺
は
身
に
う
け
る
意
。【
赤
梢
鱗
】
赤
い
鯉
。

優
れ
た
禅
者
に
対
す
る
評
語
。【
鼻
孔
】
本
来
の
面
目
。【
無
舌
人
】
言
語
文
字
の
相
を
離
れ
た
人
は
、
無
舌
に
し
て
し
か
も
語
話
す
る
。
情
識
分
別
を
絶
し
た
者
の
全
く
自
由
自
在
な
る

活
作
用
を
い
う
。【
正
令
全
提
】
佛
祖
の
家
風
を
余
す
こ
と
な
く
あ
ら
わ
す
も
の
。
従
容
録
二
則
に
同
じ
。【
寰
中
】
天
子
が
直
轄
す
る
領
地
。

第
三
十
六
則　

馬
師
不
安

【
本
則
】 

擧
。
馬
大
師
不
安
。
院
主
問
。
和
尚
近
日
尊
位
如
何
。
大
師
云
、
日
面
佛
月
面
佛
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
頭
を
動
か
し
、
尾
を
振
る
う
赤
い
鯉

が
、
迷
悟
の
世
界
か
ら
転
身
し
ま
し
た
。
言
舌
を
離
れ
た
も
の
の
、
さ
ら
に

鼻
先
を
曳
廻
さ
れ
て
神
通
妙
用
の
自
由
を
得
た
の
で
す
。
夜
で
も
簾
に
は
風

が
通
り
抜
け
、
庭
は
月
明
り
で
昼
間
の
よ
う
で
す
。
枯
れ
木
や
岩
肌
が
露
わ

に
な
っ
て
、
草
花
は
常
に
春
の
よ
う
で
す
。
言
説
を
離
れ
た
人
よ
。
そ
の
人

が
、
真
の
仏
法
を
体
得
し
て
い
る
の
で
す
。
仏
の
世
界
を
独
歩
し
て
法
を
行

き
わ
た
ら
せ
た
の
は
、
明
ら
か
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
太
平
の
人
々

は
、
楽
し
み
、
喜
々
と
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

【
頌
】 
頌
曰
。
揺
頭
尾
赤
梢
鱗
。
徹
底
無
依
解
転
身
。
裁
断
舌
頭
饒
有
術
。
曳
廻
鼻
孔
妙
通
神
。
夜
明
簾
外
風
月
如
晝
。
枯
木
巌
前
花
卉
常
春
。
無
舌
人
無
舌
人
。

正
令
全
提
一
句
親
。
独
歩
寰
中
明
了
了
。
任
従
天
下
楽
欣
欣
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
頭
を
揺
ら
し
尾
を
ふ
る
う
赤
梢
の
鱗
。
徹
底
無
依
転
身
を
解
す
。
舌
頭
を
裁
断
し
て
饒
ひ
術
有
る
も
。
鼻
孔
を
曳
廻
し
て
妙
に
神
に
通
ぜ
し
む
。
夜
明

簾
外
風
月
昼
の
如
し
。
枯
木
巌
前 

花
卉
常
に
春
な
り
。
無
舌
人
無
舌
人
。
正
令
全
提
し
一
句
親
し
。
寰
中
に
独
歩
し
て
明
了
了
。
任
従
天
下
を
楽
し
み
欣
々
た
る

こ
と
を
。

﹇
釈
意
﹈

水
の
中
を
泳
ぐ
赤
い
鯉
は
、
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
傲
慢
な
洛
浦
を
指
す
。
洛
浦
は
、
夾
山

の
一
打
で
す
べ
て
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
舌
頭
裁
断
」
と
は
修
行
に
よ
っ
て
悟
り
を
得
た

人
の
意
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
牛
に
鼻
輪
を
か
け
て
引
っ
張
り
回

す
よ
う
に
、
悟
っ
た
け
れ
ど
悟
り
に
留
ま
っ
て
不
十
分
な
洛
浦
を
夾
山
は
引
っ
張
り
回
し

た
。
夜
に
廉
が
閉
ま
っ
て
い
れ
ば
暗
い
が
、
そ
こ
を
抜
け
だ
せ
ば
世
界
は
開
け
て
い
る
。
ま

た
、
冬
に
な
れ
ば
必
ず
春
が
来
る
。
そ
の
よ
う
に
、
傲
慢
な
洛
浦
が
、
一
歩
を
踏
み
出
し
て

明
ら
か
に
仏
法
が
開
け
て
き
た
。
夾
山
が
示
す
よ
う
に
、
仏
の
世
界
を
独
歩
し
た
ら
仏
に
任

従
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
全
て
が
明
ら
か
に
な
る
の
だ
。

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
夾
山
の
弟
子
と
な
っ
た
。
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﹇
語
彙
﹈ 

『
碧
巌
録
』
第
三
則
に
同
じ
。【
馬
大
師
】
馬
祖
道
一
（
707
〜
788
）
南
嶽
懐
譲
の
法
嗣
。【
不
安
】
身
に
病
の
あ
る
こ
と
。【
院
主
】
寺
院
の
事
務
一
切
を
主
宰
す
る
管
理
者
。
監
司
、
監

寺
。【
日
面
佛
月
面
佛
】
面
佛
は
一
八
〇
〇
歳
の
長
寿
を
保
つ
と
さ
れ
る
。
月
面
佛
は
一
日
一
夜
の
寿
命
を
保
つ
と
さ
れ
る
佛
の
名
。【
日
面
月
面
】
日
面
佛
月
面
佛
の
相
猊
。
一
切
衆
生

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
月
面
は
、
流
星
の
如
く
、
電
光
石
火
の

よ
う
に
瞬
間
的
に
過
ぎ
去
り
ま
す
。
鏡
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
写
し
出

し
、
私
見
の
入
る
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
玉
は
、
凹
凸
が
な
い
の
で
、
自
由

自
在
に
お
盆
の
上
を
転
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
う
見
え
る
で
し
ょ
う

か
。
鍛
冶
で
金
は
よ
り
良
い
鍬
や
鎌
に
な
り
ま
す
。
ハ
サ
ミ
や
定
規
を
使
い

縫
製
す
る
こ
と
で
絹
は
上
質
な
着
物
に
仕
立
て
あ
が
り
ま
す
。

【
頌
】 

頌
曰
。
日
面
月
面
。
星
流
電
卷
。
鏡
對
像
而
無
私
。
珠
在
盤
而
自
轉
。
君
不
見 

鉆
鎚
前
百
錬
之
金
。
刀
尺
下
一
機
之
絹
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
日
面
月
面
、
星
流
れ
電
卷
く
。
鏡
は
像
に
対
し
て
私
な
し
。
珠
は
盤
に
在
り
て
自
ら
轉
ず
。
君
見
ず
や
、
鉆
鎚
の
前
、
百
錬
の
金
。
刀
尺
の
下
、
一
機

の
絹
。

﹇
釈
意
﹈

日
面
佛
。
月
面
佛
の
放
つ
慈
悲
の
光
は
、
流
れ
星
や
雷
の
よ
う
に
一
瞬
の
光
で
、
観
る
者
に

分
別
す
る
余
地
を
与
え
な
い
。
鏡
に
曇
り
が
無
け
れ
ば
あ
り
の
ま
ま
を
写
す
よ
う
に
、
欲
望

が
無
け
れ
ば
あ
り
の
ま
ま
の
姿
が
写
る
の
だ
。
そ
し
て
、
盤
上
の
玉
が
障
害
な
く
自
在
に
転

が
る
よ
う
に
、
自
分
の
思
い
を
込
め
た
り
、
何
の
分
別
も
入
れ
ず
平
ら
か
で
あ
る
か
ら
自
在

な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
、
悟
り
の
世
界
で
あ
る
。
馬
祖
は
、
百
錬
の
金
の
よ
う
に
長
く
鍛

え
ら
れ
、
一
機
の
絹
が
一
瞬
、
一
瞬
を
折
り
重
ね
て
布
に
な
る
よ
う
に
、
修
行
を
重
ね
た
の

だ
。
日
面
佛
。
月
面
佛
と
は
、
馬
祖
の
修
行
の
終
着
点
で
あ
ろ
う
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
馬
祖
道
一
が
病
床
の
時
、
院
主
が
「
和
尚
様
、

近
頃
の
体
調
は
い
か
が
で
す
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
馬
祖
は
、「
日
面
仏
、

月
面
仏
」
と
答
え
ま
し
た
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
馬
大
師
不
安
。
院
主
問
う
。
和
尚　

近
日
尊
位
如
何
。
大
師
云
く
、
日
面
佛
。
月
面
佛
。

﹇
釈
意
﹈

病
床
に
伏
し
て
い
た
馬
祖
を
、
寺
院
を
管
理
す
る
役
職
の
僧
が
見
舞
い
に
き
た
。
体
調
を
気

遣
う
僧
に
対
し
て
、「
日
面
」
と
い
い
長
寿
で
あ
ろ
う
と
も
、「
月
面
」
と
い
い
一
日
一
夜
の

命
で
あ
ろ
う
と
も
仏
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
目
前
の
事
実
こ
そ
が
真
実
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
生
命
の
長
短
、
病
気
を
嫌
悪
分
別
す
る
必
要
は
な
い
。
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
が
仏
の
教
え
で
あ
る
。
ま
た
、
馬
祖
が
「
仏
」
を
引
用
し
た
こ
と
か
ら
、
病
気
が

重
く
、
臨
終
間
際
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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【
頌
】 

曰
く
。
一
喚
廻
頭
我
知
不
。
依
希
蘿
月
又
成
鈎
。
千
金
之
子
纔
流
落
。
漠
漠
窮
途
有
許
愁
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
一
た
び
喚
べ
ば
頭
を
廻
ら
す
我
を
知
る
や
否
や
。
依
希
と
し
て
蘿
月
又
鈎
と
な
る
。
千
金
の
子
纔
か
に
流
落
し
て
。
漠
漠
た
る
窮
途
し
て
許
愁
あ
り
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。

山
は
仰
山
に
質
問
し
ま
す
。「
突
然
、
人
が

来
て
、
す
べ
て
の
人
々
は
煩
悩
の
輪
廻
が
生
じ
、
そ
れ
に
拠
る
べ
き
で
は
な

い
が
、
こ
の
煩
悩
を
ど
の
よ
う
に
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
」

仰
山
は
言
い
ま
す
。「
も
し
、
そ
の
よ
う
な
僧
が
来
た
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
召

集
し
、
某
甲
の
名
を
呼
び
ま
す
。
僧
が
そ
の
呼
び
か
け
に
振
り
返
っ
て
、
な

ん
で
す
か
、
と
尋
ね
た
な
ら
、
僧
に
言
い
ま
す
。
煩
悩
の
輪
廻
は
、
ど
こ
に

も
拠
る
必
要
は
な
い
の
で
す
」
そ
れ
を
聞
い
て
、

山
は
、
そ
れ
で
よ
い
と

し
ま
し
た
。

﹇
釈
意
﹈

山
は
弟
子
の
仰
山
を
試
す
意
味
で
、
対
立
に
よ
る
分
別
意
識(

業
識)

の
働
き
が
ど
こ
か

ら
生
じ
、
そ
の
拠
り
ど
こ
ろ
を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
こ
の
分
別
意
識
を
明
る
み
に
で

き
る
か
、
と
問
い
か
け
た
。
仰
山
は
、
名
前
を
呼
ん
で
振
り
返
っ
た
瞬
間
に
は
、
分
別
意
識

は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
擬
議
し
た
時
点
で
分
別
意
識
が
生
じ
て
い
る
と
答
え
た
。
そ
れ

に
よ
り
、

山
の
賛
同
を
得
た
の
で
あ
る
。

を
救
う
慈
悲
の
光
を
放
つ
と
さ
れ
る
。

第
三
十
七
則　

山
業
識

【
本
則
】 

挙
。

山
問
仰
山
。
忽
有
人
問
一
切
衆
生
但
有
業
識
茫
茫
無
本
可
拠
。
子
作
麼
生
験
。
仰
云
。
若
有
僧
来
即
召
云
。
某
甲
。
僧
廻
首
。
乃
云
。
是
甚
麼
。

待
伊
擬
議
。
向
道
、
非
唯
業
識
茫
茫
。
亦
乃
無
本
可
拠
、

云
。
善
哉
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。

山　

仰
山
に
問
う
。
忽
ち
人
有
り
て
一
切
衆
生
但
だ
業
識
茫
茫
と
し
て
本
よ
り
拠
る
べ
き
無
き
あ
り
や
と
問
わ
ば
。
作
麼
生
か
験
み
ん
。
仰
云
く
。
若
し

僧
の
来
た
る
こ
と
あ
ら
ば
即
ち
召
し
て
云
わ
ん
。
某
甲
と
。
僧
首
を
廻
ら
さ
ば
。
乃
ち
云
わ
ん
。
是
れ
甚
麼
ぞ
と
。
彼
が
擬
議
せ
ん
を
待
っ
て
。
向
か
っ
て
云
わ

ん
。
唯
業
識
茫
茫
た
る
の
み
に
非
ず
。
ま
た
乃
ち
本
の
拠
る
べ
き
な
し
と
。

云
く
。
善
い
か
な
。
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紀　

要　

第
四
二
号

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
臨
済
義
玄
が
修
行
僧
達
に
次
の
こ
と
を
垂
示
さ

れ
ま
し
た
。「
何
者
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
人
と
い
う
も
の
が
あ
っ

て
、
常
に
あ
な
た
達
の
口
か
ら
出
た
り
入
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
修
行
を
始

め
た
ば
か
り
で
わ
か
ら
な
い
者
は
、
よ
く
見
て
み
な
さ
い
」
と
。
あ
る
時
、

修
行
僧
が
臨
済
に
尋
ね
ま
し
た
。「
と
ら
わ
れ
の
な
い
自
由
な
人
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
臨
済
は
椅
子
か
ら
下
り
て
僧
の
胸
倉
を
掴

み
ま
し
た
。
僧
が
う
ろ
た
え
る
と
、
臨
済
は
突
き
放
し
て
言
い
ま
し
た
。

﹇
釈
意
﹈

無
位
の
真
人
と
は
迷
悟
、
凡
聖
と
い
っ
た
分
別
を
超
越
し
た
本
来
の
自
己
と
言
い
換
え
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
体
か
ら
出
入
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
人
間
の
行
住
坐
臥
と
い

う
日
常
生
活
全
般
こ
そ
禅
の
修
行
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
仏
道
修
行
の
初
心
者
は
こ

の
世
界
と
は
別
の
ど
こ
か
に
悟
り
が
あ
る
と
意
識
し
が
ち
で
あ
る
が
、
悟
り
の
境
地
に
は
日

常
生
活
の
大
切
さ
に
気
づ
か
な
い
も
の
に
は
到
底
辿
り
着
け
な
い
と
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。

質
問
し
た
僧
は
、
そ
う
し
た
自
己
が
自
分
と
は
別
に
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
分
別
し
て
し

ま
っ
た
。

﹇
語
彙
﹈ 

【

山
】

山
霊
祐
（
771
〜
853
）

仰
宗
の
祖
。【
仰
山
】
仰
山
慧
寂
（
807
〜
883
）

山
の
法
嗣
。【
業
識
茫
茫
】
業
識
は
、
根
本
無
明
の
力
に
よ
っ
て
生
じ
た
不
覚
の
心
。
茫
茫
は
広
く

果
て
し
な
い
さ
ま
。
業
識
が
か
切
り
な
く
輪
廻
し
、
業
識
に
く
ら
ま
さ
れ
て
い
る
妄
想
の
さ
ま
。【
依
希
】
は
っ
き
り
し
な
い
様
。【
鈎
】
釣
り
針
の
意
。
こ
こ
で
は
、
三
日
月
を
指
す
。

第
三
十
八
則　

臨
済
真
人

【
本
則
】 

擧
。
臨
済
示
衆
云
。
有
一
無
位
真
人
。
常
向
汝
等
面
門
出
入
。
初
心
未
證
據
者
看
看
。
時
有
僧
問
。
如
何
是
無
位
真
人
。
済
下
禅
床
擒
住
。
這
僧
擬
議
。

済
托
開
云
。
無
位
真
人
。
是
甚
乾
屎
橛
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
臨
済 

衆
に
示
し
て
云
く
。
一
無
位
の
真
人
有
り
。
常
に
汝
等
が
面
門
に
向
か
っ
て
出
入
す
。
初
心
未
證
據
の
者
は
看
よ
看
よ
。
時
に
僧
有
り
て
問
う
。
如

何
な
る
か
是
れ
無
位
の
真
人
。
済 

禅
牀
を
下
り
て
擒
住
す
。
這
の
僧
擬
議
す
。
済 

托
開
し
て
云
く
。
無
位
の
真
人
。
是
れ
甚
の
乾
屎
橛
ぞ
。

﹇
釈
意
﹈

煩
悩
が
あ
れ
ば
、
モ
ノ
の
本
質
を
し
っ
か
り
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
本
来
、
仏

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
そ
の
こ
と
を
自
か
ら
も
気
づ
か
な
い
の
で
あ
る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。「
お
い
」
と
呼
ば
れ
て
振
り
返
っ
た
と

き
、
そ
の
人
は
返
事
を
し
た
自
分
と
い
う
存
在
の
本
体
を
知
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
カ
ズ
ラ
（
植
物
）
を
通
し
て
満
月
を
見
て
も
、
三
日
月
の
よ
う

に
見
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
富
豪
の
子
も
誤
っ
て
家
を
出
て
し
ま
え
ば
、

た
ち
ま
ち
困
窮
し
、
乞
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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宏
智
頌
古
百
則
の
研
究
（
二
）（
佐
藤
）

﹇
語
彙
﹈ 

【
臨
済
】（
？
〜
867
）
唐
代
の
禅
僧
。
臨
済
宗
の
開
祖
。
曹
州
南
華
（
山
東
省
）
の
人
。
黄
檗
希
運
の
法
嗣
。【
無
位
真
人
】
凡
聖
迷
悟
を
超
越
し
た
真
の
解
脱
人
。
も
と
は
道
教
の
理
想

と
し
て
の
自
由
人
を
指
し
た
。【
面
門
】
口
ま
た
は
感
覚
器
官
全
般
を
指
す
。【
證
據
】
確
か
な
拠
り
所
。
証
明
す
る
、
わ
か
る
。【
禅
牀
】
僧
堂
内
の
坐
禅
を
す
る
場
所
。
単
。
住
持
な

ら
ば
椅
子
。【
擒
住
】
掴
む
こ
と
。【
托
開
】
ぱ
っ
と
放
す
こ
と
。【
甘
泉
】
井
戸
を
掘
る
と
水
が
出
て
く
る
口
を
指
す
。【
乾
屎
橛
】
乾
い
た
野
糞
。

第
三
十
九
則　

趙
州
洗
鉢

【
本
則
】 

擧
。
僧
問
趙
州
。
學
人
乍
入
叢
林
。
乞
師
指
示
。
州
云
。
喫
粥
了
也
未
。
僧
云
。
喫
了
。
州
云
。
洗
鉢
盂
去
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
迷
い
と
悟
り
は
相
反
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
実
は
一
体
で
簡
単
明
瞭
な
こ
と
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
一
陣
の
春
風
が
多
く
の
花
を
開
花
さ
せ
、
力
を
合
わ
せ
て
多
く
の

牛
が
臼
を
挽
き
ま
す
。
し
か
し
、
泥
を
払
い
の
け
て
も
塞
が
っ
て
い
て
は
ど

う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
井
戸
が
詰
ま
る
よ
う
に
僧
の
眼
も
塞
が
っ
て
い

る
の
は
明
ら
か
で
す
。
突
然
に
栓
が
抜
け
た
よ
う
に
縦
横
無
尽
に
水
が
流
れ

出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
臨
済
が
ま
た
言
い
ま
す
。
危
険
で
す
。

【
頌
】 
頌
曰
。
迷
悟
相
返
。
妙
伝
而
簡
。
春

百
花
兮
一
吹
。
力
迴
九
牛
兮
一
挽
。
無
奈
泥
沙
撥
不
開
。
分
明
塞
断
甘
泉
眼
。
忽
然
突
出
肆
橫
流
。
師
復
云
。
険
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
迷
悟
相
返
し
。
妙
に
伝
え
て
簡
な
り
。
春
は
百
花
を

か
せ
て
一
吹
し
、
力
は
九
牛
を
廻
ら
せ
て
一
挽
す
。
奈
ん
と
も
す
る
こ
と
無
し
泥
の
撥
え
ど
開

か
ざ
る
を
。
分
明
に
塞
断
す
甘
泉
の
眼
。
忽
然
と
突
出
し
て
肆
に
橫
流
す
。
師
復
た
云
く
。
険
。

﹇
釈
意
﹈

臨
済
の
い
う
真
人
に
迷
悟
と
い
う
区
別
は
な
い
。
こ
れ
こ
そ
仏
教
が
脈
々
と
伝
え
て
き
た
教

え
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
春
に
な
っ
て
花
が
咲
き
、
農
夫
が
牛
を
引
い
て
畑
を
耕
す
と
い
う
こ

と
は
、
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
日
常
の
光
景
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
常
に
我
々
に
出
入
り
し
て
い

る
と
い
う
真
人
が
、
あ
り
ふ
れ
た
生
活
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
に
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
胸
ぐ
ら
を
掴
み
上
げ
て
突
き
放
し
た
臨
済
の
行
為
が
、
春

の
風
と
牛
を
引
く
力
の
よ
う
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
質
問
者
の
僧
の
目
は
分
別
と
い
う

泥
に
よ
っ
て
塞
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
井
戸
の
口
が
塞
が
っ
て
い
て
も
、
そ
の
奥
に
は
清

涼
な
水
が
湛
え
ら
れ
て
お
り
、
ひ
と
た
び
目
を
開
い
た
な
ら
ば
、
自
在
に
禅
機
を
働
か
せ
る

で
あ
ろ
う
。

臨
済
が
胸
倉
を
掴
ん
だ
の
は
僧
そ
の
も
の
が
真
人
で
あ
る
こ
と
を
行
動
に
よ
っ
て
示
し
た
と

言
え
る
。

「
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
人
は
、
こ
ん
な
乾
き
き
っ
た
糞
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

ぞ
。」
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
あ
る
僧
が
趙
州
従

に
尋
ね
ま
し
た
。「
衲
は

仏
道
修
行
を
始
め
た
ば
か
り
の
僧
で
す
。
ど
う
か
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
」
と
。
趙
州
が
言
い
ま
し
た
。「
朝
食
は
食
べ
終
わ
り
ま
し

た
か
」
と
。
僧
が
言
い
ま
し
た
。「
食
べ
ま
し
た
」。
す
る
と
趙
州
は
「
器
を

あ
ら
っ
て
お
き
な
さ
い
」
と
言
い
ま
し
た
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
粥
を
食
べ
た
ら
器
を
洗
わ
せ
ま
す
。
迷

い
が
消
え
て
、
心
は
本
来
の
自
己
と
一
体
と
な
り
ま
す
。
今
日
の
修
行
者
は

仏
教
を
十
分
に
参
究
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
中
に
悟
り
を
得
た
者
が
い
る
か

ど
う
か
答
え
な
さ
い
。

﹇
釈
意
﹈

趙
州
に
指
示
を
仰
い
だ
修
行
僧
は
、
修
行
生
活
が
日
常
か
ら
隔
絶
し
た
特
別
な
世
界
で
あ
る

と
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
常•

非
常
と
い
う
価
値
判
断
を
下
し
て
生
き

る
こ
と
か
ら
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
食
事•

坐
禅•

読
経
の
間
に
軽
重
の
別
は
な
く
、

生
活
の
中
の
行
為
一
つ
一
つ
が
禅
の
修
行
と
な
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
趙
州
は
説
い
て
い

る
。

﹇
釈
意
﹈

趙
州
が
食
後
に
洗
い
物
を
す
る
と
い
う
平
凡
な
行
為
で
僧
を
導
く
の
は
、
煩
瑣
な
思
慮
分
別

か
ら
離
れ
、
か
ら
り
と
晴
れ
渡
る
空
の
よ
う
な
悟
り
の
境
地
で
あ
る
。
修
行
に
徹
底
し
て
い

る
人
間
は
、
自
分
が
生
き
て
い
る
普
段
の
姿
に
計
ら
い
を
入
れ
る
こ
と
は
な
い
。
生
活
の
要

素
一
つ
一
つ
に
序
列
を
つ
け
な
い
事
が
わ
か
れ
ば
、
悟
り
だ
と
か
悟
り
で
な
い
と
い
う
議
論

は
も
は
や
不
要
と
な
り
、
普
段
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
で
問
題
は
解
決
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
僧 

趙
州
に
問
う
。
学
人
乍
入
叢
林
。
乞
う
師
の
指
示
す
る
を
。
州
云
く
。
喫
粥
し
了
る
や
未
や
。
僧
云
く
。
喫
し
了
る
。
州
云
く
。
鉢
盂
を
洗
い
去
れ
。

【
頌
】 

頌
曰
。
粥
罷
令
教
洗
鉢
盂
。
豁
然
心
地
自
相
符
。
而
今
参
飽
叢
林
客
。
且
道
。
其
間
有
悟
無
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
粥
罷
め
ば
鉢
盂
を
洗
は
し
む
。
豁
然
と
し
て
心
地
自
ら
相
符
す
。
而
今
参
飽
す
叢
林
の
客
。
且
く
道
え
、
其
の
間
悟
有
り
や
無
し
や
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
趙
州
】
趙
州
従

（
778
〜
897
）。
第
九
則
を
参
照
。【
乍
入
】
た
ち
ま
ち
の
意
。
転
じ
て
始
め
て
間
も
な
い
こ
と
。【
叢
林
】
僧
侶
が
一
所
で
修
行
す
る
こ
と
が
林
の
よ
う
に
静
か
で
あ
る

こ
と
か
ら
禅
の
修
行
道
場
を
さ
す
。【
鉢
盂
】
僧
侶
の
使
う
食
器
の
こ
と
。【
豁
然
】
か
ら
り
と
開
け
る
さ
ま
。
迷
っ
て
い
た
心
が
晴
れ
る
様
子
。【
心
地
】
心
は
一
切
法
を
生
じ
さ
せ
、

あ
た
か
も
大
地
が
草
木
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
心
地
と
い
っ
た
。【
而
今
】
目
下
、
只
今
の
意
。
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
雲
門
文
偃
和
尚
が
乾
峰
和
尚
に
た
ず
ね
ま
し

た
。「
和
尚
さ
ま
、
私
に
一
説
お
願
い
い
た
し
ま
す
」。
乾
峰
は
言
い
ま
し

た
。「
私
の
所
へ
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
」。
雲
門
は
「
そ
の
よ
う
に
仰

ら
れ
る
な
ら
、
私
は
出
遅
れ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
言
い
ま
し
た
。
乾
峰
が
言

い
ま
し
た
。「
そ
う
だ
ろ
う
、
そ
う
だ
ろ
う
」。
雲
門
は
「
乾
峰
は
奸
智
に
長

け
た
盗
賊
と
し
て
知
ら
れ
た
侯
白
と
謂
え
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
侯
白
を
出

し
抜
い
た
侯
黒
が
い
ま
す
」
と
言
い
ま
し
た
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
弓
の
弦
に
矢
が
番
え
ら
れ
て
張
り
つ
め

て
お
り
、
網
に
結
び
付
け
ら
れ
た
宝
石
の
そ
れ
ぞ
れ
に
光
が
映
り
こ
ん
で
い

﹇
釈
意
﹈

乾
峰
の
問
い
か
け
自
体
が
説
法
に
な
っ
て
い
る
。
乾
峰
の
問
い
に
「
到
・
不
到
」
で
答
え
る

と
二
見
と
い
う
分
別
に
陥
る
が
、
雲
門
は
遅
く
な
っ
た
と
答
え
て
ど
ち
ら
か
に
偏
る
こ
と
を

避
け
た
。
質
問
の
真
意
を
察
し
た
雲
門
を
乾
峰
は
評
価
し
、
雲
門
は
盗
賊
が
騙
し
合
っ
た
故

事
を
用
い
て
互
い
が
同
じ
く
悟
り
の
境
地
に
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、「
到
・
不

到
」
を
悟
り
に
至
っ
た
か
ど
う
か
と
受
け
取
る
と
、「
老
僧
」
は
先
仏•

祖
師
が
た
が
見
え

た
本
来
の
面
目
、
仏
性
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
釈
意
﹈

両
者
の
や
り
と
り
は
力
の
均
衡
を
保
っ
て
い
る
弓
矢
や
、
網
に
つ
け
ら
れ
た
無
数
の
宝
石
が

互
い
の
姿
を
映
し
合
っ
て
い
る
様
子
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
師
弟
関
係
の
中
か

第
四
十
則　

雲
門
白
黒

【
本
則
】 
挙
。
雲
門
問
乾
峰
。
請
師
答
話
。
峰
云
。
到
老
僧
也
未
。
門
云
。
恁
麼
則
某
甲
在
遅
也
。
峰
云
。
恁
麼
那
恁
麼
那
。
門
云
。
将
謂
侯
白
。
更
有
侯
黒
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
雲
門 
乾
峰
に
問
う
。
師
の
答
話
を
請
う
。
峰
云
く
。
老
僧
に
到
る
や
。
門
云
く
。
恁
麼
な
ら
ば
則
ち
某
甲
遅
き
に
在
り
。
峰
云
く
。
恁
麼
那
恁
麼
那
。
門

云
く
。
将
に
謂
え
り
侯
白
。
更
に
侯
黒
有
り
。

【
頌
】 

頌
曰
。
弦
筈
相
銜
。
網
珠
相
対
。
発
百
中
而
箭
箭
不
虚
。
摂
衆
景
而
光
光
無
礙
。
得
言
句
之
総
持
。
住
游
戯
之
三
昧
。
妙
其
間
也
宛
転
偏
円
。
必
如
是
也

縦
横
自
在
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
弦
筈
相
銜
み
。
網
珠
相
対
す
。
百
中
を
発
し
て
箭
箭
虚
し
か
ら
ず
。
衆
景
を
摂
め
て
光
光
礙
す
る
な
し
。
言
句
の
総
持
を
得
。
游
戯
の
三
昧
に
住
す
。

其
の
間
の
妙
や
宛
転
偏
円
。
必
ず
是
の
如
く
縦
横
自
在
。
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第
四
二
号

﹇
語
彙
﹈ 

【
雲
門
】
雲
門
文
偃
（
864
〜
949
）
雪
峰
義
存
の
法
嗣
。【
乾
峰
】
乾
峰
（
生
没
年
不
詳
）
唐
末
の
僧
。
洞
山
良
价
の
法
嗣
。【
侯
白
・
侯
黒
】
共
に
盗
賊
の
名
前
。
ど
ち
ら
も
ど
ち
ら
、
上

に
は
上
が
い
る
と
い
う
意
味
。【
網
珠
】
帝
釈
天
宮
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
網
。
結
び
目
に
宝
石
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
互
い
の
姿
を
映
し
会
う
。【
総
持
】
陀
羅
尼
の
こ
と
。
ま

た
、
悪
法
を
捨
て
て
善
法
を
持
す
る
意
で
、
仏
の
説
く
と
こ
ろ
を
よ
く
記
憶
し
て
忘
れ
な
い
こ
と
。【
宛
転
】
転
じ
め
ぐ
る
様
。

第
四
十
一
則　

洛
浦
臨
終

【
本
則
】 

挙
。
洛
浦
臨
終
示
衆
云
。
今
有
一
事
。
問
爾
諸
人
。
這
箇
若
是
即
頭
上
安
頭
。
若
不
是
即
斬
頭
覓
活
。
時
首
座
云
。
青
山
常
擧
足
白
日
不
挑
燈
。
浦
云
。

是
甚
麼
時
節
作
這
箇
説
話
。
有
彦
從
上
座
出
云
。
去
此
二
途
請
師
不
問
。
浦
云
。
未
在
更
道
。
從
云
。
某
甲
道
不
盡
。
浦
云
。
我
不
官
爾
道
盡
道
不
盡
。

從
云
。
某
甲
無
侍
者
祇
對
和
尚
。
至
晩
。
喚
從
上
座
。
爾
今
日
祇
對
甚
有
来
由
。
合
體
得
先
師
道
。
目
前
無
法
意
在
目
前
。
他
不
是
目
前
法
。
非
耳
目
之

所
到
。
那
句
是
賓
。
那
句
是
主
。
若
揀
得
出
分
付
鉢
袋
子
。
從
云
。
不
會
。
浦
云
。
汝
合
會
。
從
云
。
實
不
會
。
浦
喝
云
。
苦
哉
苦
哉
。
僧
問
。
和
尚
尊

意
如
何
。
浦
云
。
慈
舟
不
棹
清
波
上
。
劍
峽
徒
勞
放
木
鵝
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
洛
浦
臨
終
に
衆
に
示
し
て
云
く
。
今 

一
事
有
り
。
儞
諸
人
に
問
う
。
這
箇
は
若
し
是
と
い
う
は 

即
ち
頭
上
に
頭
を
安
ず
。
若
し
不
是
な
ら
ば 

即
ち
頭
を

切
っ
て
活
を
覓
む
。
時
に
首
座
云
く
。
青
山
は
常
に
足
を
挙
げ 
白
日
燈
を
挑
げ
ず
。
浦
云
く
。
是
甚
麼
の
時
節
に
し
て
這
箇
の
説
話
を
作
す
や
。
彦
從
上
座
有

り
、
出
て
云
く
。
此
の
二
途
を
去
っ
て
請
う
師
問
わ
ざ
れ
。
浦
云
く
。
未
在 
更
に
道
え
。
従
云
く
。
某
甲
道
い
尽
さ
ず
。
浦
云
く
。
我
れ
儞
が
道
い
尽
す
と
道
い

尽
さ
ざ
る
と
に
管
せ
ず
。
従
云
く
。
某
甲
侍
者
の
和
尚
に
祇
対
す
る
無
し
。
晩
に
到
っ
て
従
上
座
を
喚
ぶ
。
儞
今
日
の
衹
対
甚
だ
来
由
有
り
。
合
に
先
師
の
道
を
体

得
す
べ
し
。
目
前
に
法
無
く 

意
目
前
に
在
り
。
他
は
是
れ
目
前
の
法
に
非
ず
。
耳
目
の
到
る
所
に
非
ず
と
。
那
句
か
是
賓 

那
句
か
是
主
、
若
し
揀
得
出
せ
ば
鉢
袋

子
を
分
付
せ
ん
。
従
云
く
。
不
会
。
浦
云
く
。
汝
会
す
べ
し
。
従
云
く
。
実
に
不
会
。
浦
喝
し
て
云
く
。
苦
な
る
哉 

苦
な
る
哉
。
僧
問
う
。
和
尚
の
尊
意
如
何
。

浦
云
く
。
慈
舟
清
波
の
上
に
棹
さ
ず
。
剣
峡
徒
ら
に
木
鵝
を
放
つ
に
労
す
。

ら
生
ま
れ
る
修
行
の
道
は
、
的
を
射
抜
く
よ
う
に
悟
り
か
ら
外
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て

宝
珠
の
結
び
つ
け
ら
れ
た
網
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
存
在
や
現
象
は
ひ
と
つ
な
が
り
に
連

な
っ
て
お
り
、
互
い
に
関
わ
り
調
和
し
合
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
雲
門
と
乾
峰
は

こ
の
事
を
既
に
体
得
し
て
い
お
り
、
偏
と
円
、
世
俗
と
悟
り
の
ど
ち
ら
の
世
界
に
も
留
ま
る

続
け
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
す
。
矢
を
放
て
ば
虚
し
く
空
を
切
る
こ
と
な
く
的
を
射
て
、
宝
石
に
影
が

映
り
こ
ん
で
光
を
遮
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
仏
説
を
護
持
し
、
分

別
を
離
れ
て
自
由
自
在
の
境
地
に
あ
り
ま
す
。
二
人
の
間
の
や
り
と
り
の
巧

み
さ
は
、
差
別
と
平
等
を
行
き
来
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
歴
代
の
祖
師
が
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
縦
横
無
尽
で
自
在
で
す
。
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
洛
浦
元
安
の
命
運
が
ま
さ
に
尽
き
よ
う
と
す
る

時
に
大
衆
に
向
っ
て
言
い
ま
し
た
。「
今
こ
の
時
に
言
い
た
い
事
が
一
つ
だ

け
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
方
に
問
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
も
し
是
と
い
う
な
ら

ば
全
く
い
ら
な
い
心
配
で
す
。
ま
た
不
是
な
ら
ば
、
頭
を
切
り
落
と
し
て
も

生
を
求
め
る
事
に
な
る
の
で
す
」。
そ
の
時
、
首
座
が
言
い
ま
し
た
。「
青
山

は
常
に
動
い
て
お
り
、
雲
が
な
い
昼
間
で
は
灯
り
は
い
ら
な
い
の
で
す
」

と
。
洛
浦
は
い
い
ま
し
た
。「
一
体
何
の
た
め
に
今
の
話
を
し
た
の
で
す

か
」。
す
る
と
彦
従
上
座
が
現
れ
て
答
え
ま
し
た
。「
ふ
た
つ
の
答
え
以
外
何

も
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」。
洛
浦
は
「
い
い
や
ま
だ
ま
だ
、
さ
ら
に

な
に
か
言
っ
て
み
な
さ
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
彦
従
は
「
衲
に
は
こ
れ
以
上

は
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
言
い
ま
し
た
。
洛
浦
は
言
い
ま
し
た
。「
衲
は
あ

な
た
が
答
え
き
ろ
う
と
、
答
え
き
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
何
も
気
に
し
ま
せ

ん
」
と
。
彦
従
は
答
え
ま
し
た
。「
私
が
答
え
る
と
、
侍
者
が
答
え
る
こ
と

が
出
来
な
く
な
り
ま
す
」
と
。
夜
に
な
っ
て
か
ら
彦
従
上
座
を
呼
び
ま
し

た
。「
あ
な
た
の
今
日
の
答
え
方
に
は
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
」
と
言
い
ま

し
た
。
ま
さ
に
あ
な
た
は
先
代
の
夾
山
善
会
の
教
え
を
体
得
す
べ
き
で
す
。

目
の
前
に
は
法
は
無
く
、
こ
こ
ろ
は
目
の
前
に
在
る
の
で
す
。
そ
れ
は
目
の

前
の
法
で
は
な
く
、
耳
や
目
で
捉
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
す
。
ど
の
こ

と
ば
が
も
て
な
し
て
、
ど
の
こ
と
ば
が
迎
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
選
び

出
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
教
え
伝
え
る
事
が
出
来
ま
す
。
彦
従
は
「
衲
に
は

わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
い
い
ま
し
た
。
洛
浦
は
言
い
ま
し
た
。「
あ
な
た
な
ら

自
分
の
も
の
に
出
来
る
で
し
ょ
う
」。
彦
従
は
「
本
当
に
わ
か
ら
な
い
の
で

す
」
と
答
え
ま
し
た
。
洛
浦
が
声
を
は
り
あ
げ
て
言
い
ま
し
た
。「
ま
い
っ

﹇
釈
意
﹈

洛
浦
の
命
が
尽
き
そ
う
に
な
る
時
の
場
面
で
あ
る
。
洛
浦
が
自
分
の
命
が
後
わ
ず
か
で
あ
る

こ
と
を
さ
と
り
、
大
衆
に
向
っ
て
話
す
の
で
あ
る
。
最
初
に
是
と
不
是
で
修
行
す
る
意
味
を

聞
く
。
今
の
姿
は
仏
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
修
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
聞
い
て
い

る
。
そ
の
問
い
に
対
し
て
首
座
が
青
山
は
常
に
足
を
挙
げ
、
白
日
燈
を
挑
げ
ず
と
答
え
た
の

で
あ
る
。
山
も
常
に
四
季
を
通
し
て
そ
の
姿
は
一
定
で
は
な
く
、
昼
間
に
あ
か
り
を
灯
す
こ

と
は
な
い
と
い
う
。こ
れ
は
あ
り
の
ま
ま
の
真
実
で
あ
り
、諸
法
実
相
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
洛
浦
は
首
座
に
な
ぜ
今
の
よ
う
な
答
え
を
言
っ
た
の
か
を
聞
く
の
で
あ
る
。
そ
こ

へ
彦
従
和
尚
が
「
二
途
を
去
っ
て
請
う
師
問
わ
ざ
れ
」
と
答
え
る
の
で
あ
る
。
二
途
と
は
洛

浦
が
題
材
に
し
た
是
と
不
是
の
こ
と
で
あ
る
。
彦
従
は
洛
浦
が
題
材
に
し
た
是
と
不
是
は
な

く
、
と
り
あ
げ
た
ら
答
え
ら
れ
な
い
と
言
う
。
し
か
し
洛
浦
は
ま
だ
物
足
り
な
い
と
言
い
答

え
を
求
め
る
が
、
彦
従
は
次
に
答
え
た
ら
侍
者
が
答
え
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
終
わ
ら
せ
る
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
対
応
に
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
た
洛
浦
は
、
夜
に
な
っ
て
再
び
彦
従
を

呼
ぶ
の
で
あ
る
。
禅
宗
で
は
、
法
を
伝
え
る
と
き
は
余
人
に
知
ら
れ
ぬ
よ
う
、
夜
に
行
う
こ

と
が
多
い
。
そ
の
た
め
洛
浦
が
夜
に
な
っ
て
か
ら
彦
従
を
呼
ん
だ
の
は
、
彦
従
に
真
に
教
え

を
伝
え
る
べ
き
だ
と
判
断
し
た
た
め
だ
と
言
え
る
。
洛
浦
は
最
後
の
問
答
を
彦
従
に
問
い
か

け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
答
を
透
過
出
来
れ
ば
、
彦
従
は
洛
浦
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
彦
従
は
不
会
、
わ
か
り
ま
せ
ん
と
言
っ
た
。
す
か
さ
ず
洛
浦
は
会
す
べ

し
と
言
う
が
、
本
当
に
わ
か
ら
な
い
と
彦
従
は
答
え
た
の
で
あ
る
。

修
行
僧
が
洛
浦
の
心
情
を
聞
く
の
で
あ
る
。
洛
浦
は
「
慈
舟
清
波
の
上
に
棹
さ
ず
、
剣
峡
徒

ら
に
木
鵝
を
放
つ
に
労
す
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
波
が
穏
や
か
な
ら
ば
棹
は
使
う
必
要
は
な

く
、
川
の
流
れ
を
確
か
め
る
た
め
に
木
鵝
を
放
つ
と
言
う
の
で
あ
る
。
修
行
者
を
育
成
す
る

に
あ
た
っ
て
、
師
が
何
の
手
助
け
を
せ
ず
と
も
悟
り
の
境
地
に
達
す
る
者
も
い
れ
ば
、
一
か

ら
十
ま
で
教
え
て
悟
り
の
境
地
に
達
す
る
者
も
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
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﹇
和
訳
﹈

天
童
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
雲
を
餌
に
し
て
、
月
を
釣
り
針
に
し
て
清

津
の
港
で
釣
る
の
で
す
。
年
を
と
っ
て
心
が
孤
独
な
ら
ば
、
鱗
を
得
る
こ
と

は
な
い
の
で
す
。
屈
原
は
離
騒
の
詩
を
作
っ
た
後
に
汨
羅
の
川
に
身
を
投
じ

た
の
で
す
。

﹇
釈
意
﹈

夾
山
の
教
え
を
餌
に
し
て
、
洛
浦
が
釣
り
針
と
な
っ
て
弟
子
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

年
老
い
て
寿
命
が
わ
ず
か
で
あ
っ
た
洛
浦
は
弟
子
を
得
よ
う
と
し
た
が
、
彦
従
の
悟
り
の
境

地
が
洛
浦
の
思
い
に
叶
わ
な
け
れ
ば
弟
子
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
洛

浦
の
心
境
を
、
中
国
戦
国
時
代
の
政
治
家
で
あ
っ
た
屈
原
の
詩
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
餌
雲
鉤
月
釣
清
津
。
年
老
心
孤
未
得
鱗
。
一
曲
離
騒
帰
去
後
。
汨
羅
江
上
独
醒
人
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
雲
を
餌
と
し
月
を
鉤
と
し
て
清
津
に
釣
る
。
年
老
い
て
心
孤
に
し
て
未
だ
鱗
を
得
ず
。
一
曲
の
離
騒
帰
り
て
去
っ
た
後
。
汨
羅
江
上
独
醒
の
人
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
洛
浦
】
洛
浦
元
安
（
834
〜
899
）
姓
は
淡
氏
。
夾
山
善
会
の
法
嗣
。
ま
た
第
三
十
五
則
に
も
登
場
。【
先
師
】
夾
山
善
会
（
805
〜
899
）
の
こ
と
。【
臨
終
】
命
が
ま
さ
に
尽
き
よ
う
と
す
る

瞬
間
。【
一
事
】
一
つ
の
こ
と
が
ら
。
わ
ず
か
に
一
つ
の
事
。【
頭
上
に
頭
を
安
ず
】
頭
は
一
つ
あ
れ
ば
足
り
る
の
に
、
頭
の
上
に
さ
ら
に
頭
を
重
ね
る
事
か
ら
無
用
、
不
必
要
の
意
。

【
是
・
不
是
】
是
は
正
し
い
、
適
切
。
ま
た
正
し
く
妥
当
で
あ
る
こ
と
。
不
是
は
ち
が
う
、
否
定
、
い
け
な
い
の
意
。【
白
日
】
曇
り
の
な
い
か
が
や
く
太
陽
。
ま
た
白
昼
、
昼
間
の
事
。

【
時
節
】
と
き
。
時
間
の
経
過
、
適
当
な
機
会
。【
祇
對
】
相
手
に
対
す
る
こ
と
。
禅
問
で
は
、
応
答
、
対
話
の
意
。【
鉢
袋
子
】
鉢
囊
。
鉢
袋
。
応
量
器
な
ど
を
収
め
る
袋
の
こ
と
。【
清

津
】
静
か
な
池
、
水
辺
、
き
れ
い
な
水
の
こ
と
。【
離
騒
】「
離
」
は
遭
う
、「
騒
」
は
憂
い
で
憂
い
に
合
う
意
。
中
国
の
戦
国
時
代
、
楚
の
屈
原
の
詩
で
、
讒
言
に
よ
っ
て
王
に
追
放
さ

れ
、
失
意
の
あ
ま
り
投
身
を
決
す
る
ま
で
の
心
境
を
夢
幻
的
に
う
た
っ
た
も
の
。【
屈
原
】（
紀
元
前
340
〜
278
）。
中
国
・
戦
国
時
代
の
楚
の
政
治
家
・
詩
人
。
楚
の
王
族
に
生
ま
れ
、
懐

王
に
仕
え
内
政
・
外
交
に
活
躍
し
た
が
、
讒
言
に
よ
り
次
の
王
に
追
放
さ
れ
、
放
浪
の
果
て
に
、
汨
羅
に
身
を
投
じ
た
と
い
う
。
汨
羅
江
に
身
を
投
じ
る
前
に
“
世
人
は
皆
酔
え
り
、
わ

れ
独
り
醒
め
た
り
。”
と
い
っ
て
死
ん
だ
。

こ
の
最
後
の
句
は
第
三
五
則
の
洛
浦
伏
庸
で
の
夾
山
善
会
と
洛
浦
の
二
人
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
洛
浦
は
夾
山
に
よ
っ
て
自
分
の
未
熟
さ
に
気
づ
い
て
悟
っ
た
訳
で
あ
る
が
、

今
回
の
洛
浦
と
彦
従
の
よ
う
に
う
ま
く
い
か
な
い
時
も
あ
る
の
で
あ
る
。

た
、
ま
い
っ
た
」
と
。
あ
る
僧
侶
が
聞
き
ま
し
た
。「
お
師
匠
様
は
一
体
ど

の
よ
う
に
思
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
」
と
。
洛
浦
は
答
え
ま
し
た
。「
舟

は
穏
や
か
な
波
で
は
棹
を
使
う
事
は
な
く
、
険
し
い
谷
に
入
っ
た
時
、
木
鵝

を
放
っ
て
進
む
道
を
探
し
て
苦
労
す
る
の
で
す
。」
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﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
鳥
は
空
を
飛
び
ま
わ
り
、
魚
は
水
の
中

で
泳
ぎ
ま
わ
り
ま
す
。
川
や
湖
を
忘
れ
、
空
や
天
界
を
得
ま
す
。
一
本
の
細

か
な
糸
の
よ
う
に
少
し
で
も
疑
う
心
が
あ
る
と
、
顔
と
顔
が
向
か
い
合
っ
て

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
あ
る
僧
が
南
陽
国
師
に
問
い
ま
し
た
。「
本
身

の
盧
舎
那
仏
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
」
と
。
南
陽
国
師
は
答
え
ま
し

た
。「
私
の
た
め
に
浄
瓶
を
持
っ
て
き
て
下
さ
い
」
と
。
僧
は
南
陽
に
浄
瓶

を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
国
師
は
言
い
ま
し
た
。「
で
は
再
び
も
と
の
所
に
戻

し
て
き
て
下
さ
い
」。
僧
は
再
び
問
い
ま
し
た
。「
一
体
何
が
本
身
の
盧
舎
那

仏
な
の
で
す
か
」
と
。
国
師
は
答
え
ま
し
た
。「
古
仏
は
過
ぎ
去
り
古
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
」
と
。

﹇
釈
意
﹈

修
行
僧
が
本
物
の
毘
盧
舎
那
仏
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
と
質
問
す
る
の
で
あ
る
。
修

行
僧
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
仏
、
仏
性
で
あ
る
か
を
盧
舎
那
で
た
と
え
て
南
陽
に
聞
く
の
で

あ
る
。
修
行
僧
の
問
い
に
対
し
て
南
陽
国
師
は
浄
瓶
を
持
っ
て
来
さ
せ
て
、
さ
ら
に
す
ぐ
に

元
の
場
所
に
戻
さ
せ
る
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
行
為
を
さ
せ
た
の
か
と

い
う
と
、
修
行
し
て
い
る
本
人
こ
そ
が
仏
性
な
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
自
分
自
身
に
あ
る
仏
性
を
こ
の
僧
は
外
に
求
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
南
陽

は
仏
性
を
外
に
求
め
て
い
た
僧
に
自
分
で
見
出
す
よ
う
に
言
っ
た
の
で
あ
る
。

﹇
釈
意
﹈

鳥
が
空
を
飛
ぶ
の
も
、
魚
が
水
の
中
を
泳
ぐ
こ
と
も
ご
く
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。
鳥
は
空
を

飛
ぶ
こ
と
で
鳥
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
、
魚
は
泳
ぐ
こ
と
で
魚
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
に
は
誰
し
も
仏
性
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

第
四
十
二
則　

南
陽
浄
瓶

【
本
則
】 
挙
。
僧
問
南
陽
忠
国
師
。
如
何
是
本
身
盧
舎
那
。
国
師
云
。
与
我
過
浄
瓶
来
。
僧
将
浄
瓶
到
。
国
師
云
。
却
安
舊
處
著
。
僧
復
問
。
如
何
是
本
身
盧
舎
那
。

国
師
云
。
古
佛
過
去
久
矣
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
僧 
南
陽
の
忠
国
師
に
問
う
。
如
何
な
る
か
是
本
身
の
盧
舎
那
。
国
師
云
く
。
我
が
与
に
浄
瓶
を
過
ご
し
来
た
れ
。
僧
。
浄
瓶
を
将
っ
て
到
る
。
国
師
云

く
。
却
っ
て
旧
所
に
安
ぜ
よ
。
僧
復
問
う
。
如
何
な
る
か
是
本
身
の
盧
舎
那
。
国
師
云
く
。
古
仏
過
ぎ
去
る
こ
と
久
し
。

【
頌
】 

頌
曰
。
鳥
之
行
空
魚
之
在
水
。
江
湖
相
忘
雲
天
得
志
。
疑
心
一
絲
対
面
千
里
。
知
恩
報
恩
人
間
幾
幾
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
鳥
の
空
を
行
き 

魚
の
水
に
在
る
。
江
湖
相
忘
れ 

雲
天
に
志
を
得
る
。
擬
心
一
絲
な
れ
ば 

対
面
千
里
。
恩
を
知
り 

恩
を
報
じ 

人
間
幾
幾
ぞ
。
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
羅
山
が
巌
頭
に
問
い
ま
し
た
。「
起
滅
不
停
の

時
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
す
か
」
と
い
い
ま
し
た
。
す
る
と
巌

頭
は
叱
り
つ
け
る
よ
う
に
云
い
ま
し
た
。「
一
体
、
誰
が
起
滅
し
た
の
だ
」

と
。

﹇
釈
意
﹈

羅
山
は
巌
頭
に
向
か
っ
て
起
滅
不
停
の
時
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
聞
く
の
で
あ
る
。
起
滅

不
停
と
は
生
滅
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
が
無
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
煩
悩
の
こ
と
で
あ

る
。
羅
山
は
煩
悩
が
生
じ
て
無
く
な
ら
な
い
時
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
聞
く
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
巌
頭
は
一
体
ど
こ
に
煩
悩
が
無
い
人
が
い
る
の
だ
と
答
え
た
の
で
あ
る
。
食

欲
、
睡
眠
欲
な
ど
は
誰
に
で
も
具
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
瞬
一
瞬
の
こ
の
時
に
う
つ
ろ

い
変
わ
っ
て
い
る
な
か
で
、
い
か
に
そ
う
い
っ
た
感
情
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
り
の

ま
ま
受
け
取
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

第
四
十
三
則　

羅
山
起
滅

【
本
則
】 

挙
。
羅
山
問
巖
頭
。
起
滅
不
停
時
如
何
。
頭
咄
云
。
是
誰
起
滅
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
羅
山 

巌
頭
に
問
う
。
起
滅
不
停
の
時
如
何
。
頭 
咄
っ
し
て
云
く
。
是 

誰
が
起
滅
す
や
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
南
陽
忠
国
師
】
南
陽
慧
忠
（
？
〜
775
）
姓
は
冉
氏
。
六
祖
慧
能
の
法
嗣
。
ま
た
国
師
と
は
一
国
の
天
師
と
し
て
仰
が
れ
る
高
僧
の
こ
と
。【
盧
舎
那
】
毘
盧
舎
那
仏
の
こ
と
。
華
厳
宗

で
、
蓮
華
蔵
世
界
に
住
み
、
全
宇
宙
を
あ
ま
ね
く
照
ら
す
仏
の
事
。【
浄
瓶
】
浄
水
を
貯
え
る
た
め
の
瓶
。
僧
は
常
に
こ
れ
を
携
帯
し
、
手
を
浄
め
る
の
に
用
い
て
い
た
。【
江
湖
】
三
江

五
湖
の
略
。
広
く
世
間
、
天
下
四
方
の
意
に
用
い
る
。
ま
た
江
湖
会
の
略
。
馬
祖
道
一
は
江
西
に
、
石
頭
希
遷
は
湖
南
で
禅
風
を
振
い
、
修
行
者
は
こ
の
両
師
の
下
に
参
集
し
相
い
往
来

し
て
修
行
し
た
こ
と
か
ら
、
広
く
諸
方
の
僧
が
集
ま
り
結
制
安
居
の
修
行
す
る
会
を
江
湖
会
、
略
し
て
江
湖
。【
対
面
千
里
】
顔
と
顔
と
が
向
か
い
合
っ
て
い
て
も
、
心
が
通
じ
合
っ
て

な
け
れ
ば
千
里
を
隔
て
て
い
る
の
と
同
じ
だ
と
い
う
意
。

し
か
し
誰
も
が
そ
の
こ
と
を
気
づ
か
ず
に
い
る
。
そ
れ
を
「
江
湖
相
忘
れ
」
で
表
現
し
て
い

る
。

修
行
僧
に
対
し
て
南
陽
は
浄
瓶
を
持
っ
て
こ
さ
せ
て
、
ま
た
元
の
場
所
に
戻
さ
せ
た
こ
と

で
、
今
の
修
行
僧
が
真
実
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

い
く
ら
南
陽
が
修
行
僧
に
行
動
さ
せ
て
教
え
よ
う
と
し
て
も
、
南
陽
と
修
行
僧
の
心
が
通
じ

合
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
伝
わ
る
も
の
も
伝
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

い
て
も
心
が
通
じ
合
わ
な
い
も
の
で
す
。
恩
を
知
り
、
恩
に
報
い
る
人
は
ど

れ
く
ら
い
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
あ
る
僧
が
興
陽
山
の
清
剖
に
尋
ね
ま
し
た
。

「
娑
竭
が
海
か
ら
出
て
く
る
と
世
界
が
静
か
に
な
る
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
が

﹇
語
彙
﹈ 

【
羅
山
】
羅
山
道
閑
（
生
没
年
不
詳
）
巌
頭
全
豁
の
法
嗣
。【
巌
頭
】
巌
頭
全
奯
（
828
〜
887
）
徳
山
官
鑑
の
法
嗣
。【
起
滅
不
停
】
生
じ
滅
し
て
停
ま
ら
な
い
事
。【
窠
窟
】
巣
は
鳥
の
巣
、

窟
は
獣
の
す
む
穴
。
ま
た
、
ね
ぐ
ら
、
い
つ
も
帰
着
す
る
と
こ
ろ
。
迷
悟
・
凡
聖
等
の
二
見
対
侍
に
と
ら
わ
れ
た
迷
妄
邪
見
の
落
と
し
穴
の
こ
と
。

第
四
十
四
則　

興
陽
妙
翅

【
本
則
】 

舉
。
僧
問
興
陽
剖
和
尚
。
娑
竭
出
海
乾
坤
靜
。
覿
面
相
呈
事
若
何
。
師
云
。
妙
翅
鳥
王
當
宇
宙
。
箇
中
誰
是
出
頭
人
。
僧
云
。
忽
遇
出
頭
時
。
又
作
麼
生
。

陽
云
。
似
鶻
捉
鳩
。
君
不
覺
。
御
樓
前
驗
始
知
真
。
僧
云
。
恁
麼
則
叉
手
當
胸
退
身
三
歩
。
陽
云
。
須
彌
座
下
烏
龜
子
。
莫
待
重
教
點
額
痕
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
僧 

興
陽
の
剖
和
尚
に
問
う
。
娑
竭 

海
を
出
て
乾
坤
静
か
な
り
。
覿
面
相
呈
す
る
事
若
何
。
師
云
く
。
妙
翅
鳥
王
宇
宙
に
当
る
。
箇
中
誰
か
是
れ
出
頭
の

人
。
僧
云
く
。
忽
ち
出
頭
に
遇
う
時
又
作
麼
生
。
陽
云
く
。
鶻
の
鳩
を
捉
う
る
に
似
た
り
。
君
覚
え
ざ
れ
ば
御
楼
前
に
験
し
始
め
て
真
を
知
れ
。
僧
云
く
。
恁
麼
な

ら
ば
則
ち
叉
手
当
胸
し
退
身
三
歩
す
。
陽
云
く
。
須
彌
座
下
の
烏
亀
子
。
重
ね
て
額
に
痕
を
点
ぜ
し
む
を
待
つ
こ
と
莫
か
れ
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
迷
い
や
悩
み
を
断
ち
切
り
、
ま
た
迷
い

の
煩
悩
を
打
ち
砕
く
の
で
す
。
豹
は
霧
を
披
て
彩
り
に
変
え
、
龍
は
雷
に

乗
っ
て
骨
を
換
え
て
し
ま
う
の
で
す
。
さ
て
、
起
滅
と
は
一
体
何
な
の
で

し
ょ
う
か
。

﹇
釈
意
﹈

霧
が
晴
れ
れ
ば
豹
の
体
に
あ
る
模
様
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
普
段
は
湖
の
底
に
い
る
竜

が
、
雷
に
乗
じ
て
姿
を
現
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
転
じ
て
、
今
の
自
己
を
脱
却
し
な
く
て

は
、
真
の
自
己
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
則
で
は
、
羅
山
が
煩
悩
の
無
い
境

地
を
求
め
て
い
た
が
、
煩
悩
が
な
い
人
は
ど
こ
に
も
い
な
い
の
で
あ
る
。
煩
悩
が
あ
る
こ
と

は
悪
で
あ
り
、
無
い
こ
と
が
善
で
あ
る
と
い
う
の
も
分
別
で
あ
る
。
分
別
し
て
い
る
自
己
を

離
れ
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
斫
断
老
葛
藤
。
打
破
孤
窠
窟
。
豹
披
霧
而
換
文
。
龍
乗
雷
而
換
骨
。
咄
。
起
滅
紛
紛
是
れ
何
物
。

﹇
訓
読
﹈ 
頌
に
曰
く
。
老
葛
藤
を
斫
断
し
孤
窠
窟
を
打
破
す
。
豹
は
霧
を
披
き
て
文
を
変
え
、
龍
は
雷
に
乗
じ
て
骨
を
換
う
。
咄
。
起
滅
紛
紛
是
れ
何
物
ぞ
。

﹇
釈
意
﹈

娑
竭
は
竜
の
王
と
さ
れ
る
架
空
の
動
物
で
あ
る
。
質
問
し
た
僧
は
自
分
を
娑
竭
に
例
え
て
清

剖
を
試
し
て
い
る
。
海
に
出
る
と
は
具
体
的
に
は
悟
り
を
得
た
じ
ぶ
ん
が
清
剖
の
前
に
進
み
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要　

第
四
二
号

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
勅
令
が
下
り
号
令
が
発
せ
ら
れ
ま
す
。

宮
中
に
は
皇
帝
、
国
境
に
は
将
軍
が
い
ま
す
。
雷
に
驚
い
て
虫
が
春
を
待
た

ず
地
表
に
出
て
き
ま
す
。
ど
う
し
て
風
の
力
が
流
れ
る
雲
を
と
ど
め
る
こ
と

も
あ
る
と
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
連
綿
と
し
た
機
織
り
の
布
は
、
自
然
と
金

針
と
玉
線
に
よ
っ
て
織
ら
れ
て
い
ま
す
。
印
字
が
無
か
っ
た
昔
に
は
鳥
の
足

跡
や
虫
食
い
か
ら
生
ま
れ
た
文
字
も
無
か
っ
た
の
で
す
。

﹇
釈
意
﹈

中
央
に
は
天
子
が
政
を
行
い
、
国
境
で
は
将
軍
が
警
備
を
す
る
。
こ
れ
は
自
明
の
理
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
師
弟
関
係
に
置
き
換
え
れ
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
が
修
行
の
過
程
で
各
自
の
働
き
を
全
う
す
る
こ
と
で
あ
る
。
冬
の
雷
が
虫
の
冬
眠
を
覚
ま

す
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
僧
は
自
分
が
悟
っ
た
と
勘
違
い
を
し
て
清
剖
の
前
に
出
て
き
て
し

ま
っ
た
。
風
に
よ
っ
て
雲
が
流
れ
を
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
僧
も
ま
た
清
剖
に

よ
っ
て
行
き
過
ぎ
た
行
動
を
嗜
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
師
弟
の
や
り
取
り
が
釈

尊
の
時
代
か
ら
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
教
典
を
重
ん
じ
る
よ
り
も
先
仏
が
行

動
に
よ
っ
て
示
し
て
き
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
文
字
が
書
き
込
ま
れ
る
前
の
紙
面
が
真
っ
白

で
あ
る
よ
う
に
、
あ
る
が
ま
ま
の
姿
そ
の
ま
ま
が
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。

【
頌
】 

頌
曰
。
絲
綸
降
號
令
分
。
寰
中
天
子
塞
外
將
軍
。
不
待
雷
驚
出
蟄
。
那
知
風
遏
行
雲
。
機
底
聯
綿
兮
。
自
有
金
針
玉
線
。
印
前
恢
廓
兮
。
元
無
鳥
篆
蟲
文
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
絲
綸
降
り
号
令
分
る
。
寰
中
は
天
子
塞
外
は
将
軍
。
雷
に
驚
き
て
蟄
の
出
づ
る
を
待
た
ず
。
那
ぞ
知
ら
ん
風 

行
雲
を
退
む
る
を
。
機
底
聯
綿
と
し
て

自
ら
金
針
玉
線
有
り
。
印
前
恢
廓
と
し
て
元
よ
り
鳥
篆
蟲
文
無
し
。

出
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
清
剖
は
娑
竭
を
凌
駕
す
る
妙
翅
鳥
王
に
自
分
を
喩
え
て
修
行
僧

を
戒
め
た
。「
御
楼
前
験
」
は
趙
の
平
原
君
に
関
す
る
逸
話
に
拠
る
。
是
を
踏
ま
え
て
清
剖

は
僧
の
悟
り
が
本
物
か
ど
う
確
か
め
よ
う
と
し
た
。
清
剖
の
言
葉
に
退
い
て
し
ま
っ
た
僧

は
、
須
弥
壇
を
支
え
る
亀
の
彫
刻
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
段
階
か
ら
は
抜
け
ら
れ
な

い
と
許
さ
な
か
っ
た
。
頭
に
傷
を
残
す
と
は
、
未
熟
な
段
階
で
は
師
に
は
認
め
て
も
ら
え
な

い
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

い
き
な
り
目
の
前
に
現
れ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
」
と
。
師
匠
が
言
い
ま
し

た
。「
竜
を
食
べ
る
と
い
う
妙
翅
鳥
王
が
宇
宙
に
現
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
で
誰
が
頭
を
出
せ
る
で
し
ょ
う
」。
僧
が
言
い
ま
し
た
。「
も
し
頭
を
出
し

た
時
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
」。
清
剖
は
「
鷹
が
鳩
を
捕
ま
え
る
よ
う
な
も
の

で
す
。
そ
れ
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
楼
閣
の
前
に
首
を
曝
し
て
そ
れ
が
本
物
か

ど
う
か
知
り
な
さ
い
」。
僧
が
言
い
ま
し
た
。「
そ
う
ま
で
言
わ
れ
る
な
ら

ば
、
叉
手
し
て
三
歩
退
き
ま
す
」。
清
剖
が
言
い
ま
し
た
。「
須
弥
壇
の
下
に

い
る
亀
よ
。
何
度
も
額
を
ぶ
つ
け
て
痕
を
残
す
の
を
待
っ
て
い
て
は
い
け
ま

せ
ん
」
と
。
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宏
智
頌
古
百
則
の
研
究
（
二
）（
佐
藤
）

【
頌
】 

頌
曰
。
巍
巍
堂
堂
。
磊
磊
落
落
。
鬧
處
刺
頭
。
穩
處
下
脚
。
脚
下
線
斷
我
自
由
。
鼻
端
泥
盡
君
休

。
莫
動
著
。
千
年
故
紙
中
合
藥
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
巍
巍
堂
堂
。
磊
磊
落
落
。
鬧
処
に
頭
を
刺
し
隠
処
に
脚
を
下
す
。
脚
下
線
断
ち
て
我
自
由
。
鼻
端
泥
尽
き
君

る
を
休
め
よ
。
動
著
す
る
こ
と
莫
れ
。

千
年
故
紙
中
の
合
薬
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。『
円
覚
経
』
に
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
時
に
あ
っ
て
も
妄
想
を
起
こ
さ
ず
、
様
々
な
妄
想
が
起
き
た
と
し
て

も
そ
れ
を
無
く
そ
う
と
し
な
い
。
妄
想
の
世
界
に
あ
っ
て
は
知
識
で
と
ら
え

よ
う
と
せ
ず
、
分
別
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
真
実
、
仏

性
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
わ
な
い
、
と
。

﹇
釈
意
﹈

日
常
生
活
で
は
、
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
て
迷
い
の
心
を
起
こ
さ
な
い
。
そ
れ
は
迷
い
の

心
そ
の
も
の
を
も
受
け
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
妄
想
が
起
こ
る
の
は
、
対
象
を
眼
耳
鼻
舌
身

意
の
感
覚
に
よ
っ
て
捉
え
、
そ
れ
を
認
識
し
分
別
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
分
別
を
挟

ま
ず
に
眼
前
の
す
べ
て
を
諸
物
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
分
別
す
る
必

要
が
無
い
か
ら
と
い
っ
て
今
の
す
べ
て
が
正
し
い
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
今
の

ま
ま
と
、
あ
り
の
ま
ま
と
で
は
天
地
の
如
く
隔
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る

﹇
語
彙
﹈ 

【
興
陽
剖
】
興
陽
山
清
剖
の
こ
と
。
大
陽
警
玄
の
法
嗣
。【
娑
竭
】
娑
竭
羅
は
海
を
指
し
て
お
り
、
ま
た
そ
こ
に
住
む
龍
王
の
こ
と
。【
覿
面
】
面
と
向
か
う
こ
と
。
ま
の
あ
た
り
に
見
る

こ
と
。【
妙
翅
鳥
王
】
蛇
の
毒
か
ら
護
っ
て
く
れ
る
聖
な
る
鳥
。
別
称
金
翅
鳥•

迦
楼
羅
鳥
。【
御
楼
前
験
】
趙
の
平
原
君
の
も
と
に
居
た
足
の
不
自
由
な
食
客
が
、
自
分
を
笑
っ
た
女

中
を
処
刑
し
て
首
を
よ
こ
す
よ
う
に
求
め
た
。
し
か
し
、
平
原
君
が
無
視
し
て
い
る
と
他
の
家
来
が
見
限
っ
て
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
平
原
君
は
違
う
女
中
の
首
を
斬
っ
て
曝
し
た
が
、
偽

物
と
見
抜
か
れ
て
さ
ら
に
食
客
が
去
っ
て
行
っ
た
。
泣
く
泣
く
平
原
君
は
笑
っ
た
女
中
の
首
を
斬
っ
て
家
来
が
戻
っ
て
き
た
と
い
う
。【
須
彌
座
】
仏
像
を
安
置
す
る
壇
。【
烏
亀
子
】
陸

亀
。
須
弥
壇
に
施
さ
れ
た
亀
の
彫
刻
を
指
す
。【
絲
綸
】
天
子
の
言
葉
、
命
令
。【
寰
中
】
天
子
直
轄
の
地
域
。
国
内
。【
蟄
】
虫
が
土
中
で
冬
ご
も
り
す
る
こ
と
。【
聯
綿
】
長
く
続
い
て

絶
え
な
い
さ
ま
。【
恢
廓
】
心
が
広
く
度
量
が
大
き
い
こ
と
。【
鳥
篆
蟲
文
】
虫
食
い
の
跡
や
鳥
の
足
跡
か
ら
文
字
が
作
ら
れ
た
こ
と
。
ま
た
鳥
蟲
篆
と
呼
ば
れ
る
古
代
の
篆
書
文
字
の
一

種
。

第
四
十
五
則　

覚
経
四
節

【
本
則
】 

擧
。
圓
覺
經
云
。
居
一
切
時
不
起
妄
念
。
於
諸
妄
心
亦
不
息
滅
。
住
妄
想
境
不
加
了
知
。
於
無
了
知
不
辨
真
實
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
円
覚
経
に
云
く
。
一
切
時
に
居
し
て
妄
念
を
起
こ
さ
ず
。
諸
の
妄
心
に
於
て
亦
息
滅
せ
ず
。
妄
想
の
境
に
住
し
て
了
知
を
加
え
ず
。
了
知
無
き
に
於
て
真
実

を
弁
ぜ
ず
。
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
徳
山
縁
密
が
大
衆
に
言
い
ま
し
た
。「
仏
教
を

極
め
尽
く
し
て
し
ま
う
と
、
三
世
諸
仏
で
も
口
を
閉
ざ
す
と
い
う
こ
と
が
直

裁
に
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ
一
人
大
笑
い
し
て
い
る
者
が
い
ま

す
。
も
し
こ
の
こ
と
が
わ
か
れ
ば
修
行
は
完
成
す
る
の
で
す
」
と
。

﹇
釈
意
﹈

自
分
自
身
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
尽
し
た
か
ど
う
か
が
こ
の
公
案
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
。

諸
仏
が
口
を
壁
に
掛
け
る
と
は
黙
っ
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
一
人
だ
け

笑
っ
て
い
る
者
が
あ
る
と
徳
山
は
言
う
。
仏
教
の
真
髄
を
極
め
尽
く
し
て
し
ま
え
ば
、
言
葉

に
よ
る
説
明
は
不
要
な
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
沈
黙
を
守
り
一
人
で
そ
の
境

地
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
大
笑
す
る
者
に
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
仏
の
智
慧
を
得
た
人
は
堂
々
と
し
て
い

て
小
さ
な
こ
と
に
拘
ら
な
い
の
で
す
。
騒
が
し
い
場
所
に
も
、
静
か
な
場
所

に
も
好
悪
な
く
足
を
運
び
ま
す
。
足
に
つ
な
が
れ
て
い
た
紐
は
切
れ
て
自
由

に
な
り
ま
し
た
。
鼻
の
先
に
付
い
て
い
た
泥
は
取
れ
て
い
る
の
で
払
い
落
と

す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
分
別
の
心
を
起
こ
し
て
慌
て
ふ
た
め
く
の
を
止
め

な
さ
い
。
千
年
前
か
ら
の
薬
が
紙
の
中
に
あ
り
ま
す
。

﹇
釈
意
﹈

悟
り
を
開
い
た
仏
の
様
相
と
は
、
堂
々
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
こ
だ
わ
り
が
な
い
。
ま
た
、
騒
が

し
さ
と
静
け
さ
と
、
こ
だ
わ
り
無
く
両
方
を
行
き
来
す
る
。
そ
の
様
は
あ
た
か
も
足
か
せ
が

外
れ
て
自
由
に
動
き
回
る
よ
う
で
あ
る
。『
円
覚
経
』
の
よ
う
な
祖
師
方
が
受
け
継
い
で
き

た
仏
法
は
、
効
能
が
切
れ
た
薬
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
頼
る
こ
と
は
無
駄
な

こ
と
で
あ
る
。
慌
て
ず
騒
が
ず
日
常
底
に
徹
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
則
に
お

い
て
故
紙
と
は
『
円
覚
経
』
を
指
し
て
い
る
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
円
覚
経
】『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
の
略
。
円
満
な
悟
り
に
関
す
る
大
乗
経
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
仏
が
十
二
菩
薩
の
質
問
に
対
し
、
円
覚
妙
心
と
そ
れ
を
悟
る
た
め
の
修
行
に

つ
い
て
説
い
た
経
典
。【
妄
念
】
煩
悩
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
、
邪
悪
な
思
い
や
誤
っ
た
考
え
。【
妄
心
】
煩
悩
に
け
が
さ
れ
た
心
。
迷
い
の
心
。
誤
っ
た
心
。【
了
知
】
事
柄
の
内

容
・
事
情
な
ど
を
悟
り
知
る
こ
と
。【
巍
巍
】
山
な
ど
が
高
く
大
き
い
さ
ま
。
徳
の
高
い
さ
ま
。【
磊
磊
】
石
が
高
く
積
み
上
っ
て
い
る
様
子
。【
鬧
処
】
騒
が
し
い
場
所
。【
鼻
端
泥
尽
】

第
二
則
「
達
磨
廓
然
」
に
既
出
。『
荘
子
』
に
あ
る
故
事
か
ら
の
引
用
。【
動
著
】
動
く
こ
と
。

第
四
十
六
則　

徳
山
学
畢

【
本
則
】 

舉
。
德
山
圓
明
大
師
。
示

云
。
及
盡
去
也
。
直
得
三
世
諸
佛
口
掛
壁
上
。
猶
有
一
人
呵
呵
大
笑
。
若
識
此
人
。
參
學
事
畢
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
徳
山
円
明
大
師
。
衆
に
示
し
て
云
く
。
及
尽
し
去
る
や
。
直
に
得
た
り
三
世
諸
仏
の
口 

壁
上
に
掛
け
る
を
。
猶
一
人
有
っ
て
呵
呵
大
笑
す
。
若
し
此
の
人

を
識
ら
ば
参
学
の
事
畢
る
。
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佐
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
僧
が
趙
州
従

に
質
問
を
し
ま
し
た
。
達
磨
が

西
方
か
ら
来
た
意
味
は
何
で
し
ょ
う
か
。
趙
州
は
「
庭
前
柏
樹
子
」
と
答

え
、
言
葉
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
目
の
前
に
あ
る
真
実
を
捉
え
な
さ
い
と

諭
し
ま
し
た
。

﹇
釈
意
﹈

趙
州
の
口
唇
皮
禅
は
、
発
せ
ら
れ
た
こ
と
ば
が
輝
く
よ
う
に
、
そ
こ
に
真
理
を
含
ん
で
い

る
。
質
問
に
対
し
て
全
く
関
わ
り
が
無
い
と
思
わ
れ
る
栢
樹
子
の
語
を
返
し
、
分
別
を
離
れ

る
事
こ
そ
が
、
悟
道
へ
の
道
で
あ
る
と
示
し
た
。
柏
樹
子
の
語
は
ふ
ん
べ
つ
を
は
な
れ
て
、

眼
前
の
事
実
を
表
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
他
の
存
在
へ
の
置
き
換
え
は
自
由
自
在
で
あ
る
。

そ
の
点
を
踏
ま
え
、
思
慮
分
別
を
離
れ
て
真
理
を
体
得
で
き
た
な
ら
ば
、
二
つ
の
世
界
に
違

い
が
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
と
解
か
る
こ
と
が
で
き
る
。
仏
法
は
観
念
で
は
な
く
、
眼
前
の

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
こ
こ
が
す
べ
て
を
収
め
た
肝
心
な
と
こ

ろ
で
す
。
襟
元
を
掴
ま
れ
て
い
ま
す
。
風
が
雲
を
払
い
、
水
が
冷
え
き
っ
て

秋
の
気
配
が
し
ま
す
。
釣
り
上
げ
た
美
し
い
魚
に
旨
味
が
無
い
と
言
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
海
に
映
る
月
影
は
ど
ん
な
魚
で
も
釣
り
上
げ
て
し
ま
う
針
の

よ
う
で
す
。

【
頌
】 

頌
曰
。
收
。
把
斷
襟
喉
。
風
磨
雲
拭
。
水
冷
天
秋
。
錦
鱗
莫
謂
無
嗞
味
。
釣
盡
滄
浪
月
一
鉤
。

﹇
訓
読
﹈ 
頌
に
曰
く
。
収
。
襟
喉
を
把
断
す
。
風
磨
き
雲
を
拭
う
。
水
冷
え
て
天
秋
な
り
。
錦
鱗
滋
味
無
し
と
謂
う
こ
と
莫
れ
。
滄
浪
釣
り
尽
く
す
月
一
鉤
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
収
】
全
て
を
収
め
る
こ
と
。【
徳
山
円
明
大
師
】
徳
山
縁
密
（
生
没
年
不
詳
）。
雲
門
文
偃
の
法
嗣
。【
襟
喉
】
襟
と
喉
元
の
こ
と
。【
錦
鱗
】
色
彩
の
鮮
や
か
な
魚
。【
滄
浪
】
青
い
波
。
海
。

第
四
十
七
則　

趙
州
栢
樹

【
本
則
】 

擧
。
僧
問
趙
州
。
如
何
是
祖
師
西
來
意
。
州
云
。
庭
前
柏
樹
子
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
僧 

趙
州
に
問
う
。
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
意
。
州
云
く
。
庭
前
の
柏
樹
子
。

﹇
釈
意
﹈

襟
元
を
つ
か
ん
で
悟
り
を
体
得
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
迷
い
と
い
う
雲
が
消
え
、
煩
悩

の
炎
の
熱
が
冷
め
て
い
く
様
子
が
秋
の
景
色
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
錦
の
魚
は
修
行
僧
を
示

し
て
い
る
。
悟
り
の
理
想
を
追
い
求
め
分
別
に
凝
り
固
ま
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
み
て
く
れ
は

良
く
て
も
中
身
が
伴
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
水
面
に
映
る
三
日
月
は
、
煩
悩
に
ま
み
れ
た

人
間
と
悟
り
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
人
間
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
等
し
く
導
い
て
い
く
徳
山

を
指
し
て
い
る
。
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愛
知
学
院
大
学
文
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部　

紀　

要　

第
四
二
号

﹇
語
彙
﹈ 

【
趙
州
】
趙
州
従

（
787
〜
897
）
の
こ
と
。
山
東
省
曹
州
郝
郷
の
人
。
俗
姓
は
郝
氏
。
南
泉
普
願
の
法
嗣
。
曹
州
の
扈
通
院
で
出
家
。
趙
州
（
河
北
省
）
観
音
院
に
住
し
、
四
十
年
の

間
、
独
自
の
禅
風
を
宣
揚
し
た
。【
庭
前
柏
樹
子
】
庭
先
の
柏
樹
子
に
も
真
如
が
顕
現
す
る
こ
と
。『
無
門
関
』
三
十
七
則
に
も
【
撥
乱
之
手
】
乱
世
に
生
ま
れ
て
は
、
そ
の
騒
乱
を
撥
っ

て
、
天
下
の
秩
序
を
正
し
て
、
こ
れ
を
平
定
す
る
の
意
。【
撹
撹
】
か
き
み
だ
す
。【
造
車
合
轍
】
少
し
で
も
違
う
こ
と
の
な
い
妙
術
を
い
う
。【
塞
壑
填
溝
】
仏
法
が
天
地
に
充
満
す
る
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
老
人
の
白
い
眉
の
よ
う
に
、
岸
に
雪
が

積
も
っ
て
い
ま
す
が
、
川
に
は
、
秋
の
澄
み
き
っ
た
景
色
が
、
あ
り
の
ま
ま

残
っ
て
い
ま
す
。
海
に
打
ち
寄
せ
る
波
は
、（
煩
悩
を
）
飲
み
込
む
か
の
よ

う
に
、
岸
に
打
ち
消
え
ま
す
。
荒
波
で
あ
っ
て
も
、
凪
い
だ
海
に
浮
か
ぶ
船

の
よ
う
に
、
自
由
自
在
に
操
っ
て
い
ま
す
。
戦
乱
の
世
を
治
め
る
こ
と
も
、

太
平
の
世
を
治
め
る
こ
と
も
、
造
作
の
な
い
こ
と
で
す
。
趙
州
よ
、
趙
州
よ

（
な
ん
て
優
れ
た
人
だ
）。
修
行
道
場
の
中
で
大
騒
ぎ
を
し
て
、
い
ま
だ
論
争

が
収
束
し
て
い
ま
せ
ん
。
無
駄
に
工
夫
を
し
て
い
る
修
行
僧
で
も
、
趙
州
に

か
か
れ
ば
修
行
が
進
む
の
で
す
。
欠
点
を
補
い
、
目
的
地
に
向
か
っ
て
速
や

か
に
進
む
の
で
す
（
そ
こ
に
仏
法
が
現
れ
ま
す
）。

【
頌
】 
頌
曰
。
岸
眉
横
雪
。
河
目
含
秋
。
海
口
鼓
浪
。
航
舌
駕
流
。
撥
亂
之
手
。
太
平
之
籌
。
老
趙
州
老
趙
州
。
攪
攪
叢
林
卒
未
休
。
徒
費
工
夫
也
造
車
合
轍
。

本
無
伎
倆
也
塞
壑
填
溝
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
岸
眉 

雪
を
横
た
え
。
河
目 

秋
を
含
む
。
海
口 

浪
を
鼓
し
。
航
舌
、
流
れ
に
駕
す
。
撥
乱
の
手
。
太
平
の
籌
。
老
趙
州
老
趙
州
。
叢
林 

撹
撹
と
し
て

卒
に
未
だ
休
せ
ず
。
徒
に
工
夫
を
費
す
も 

車
を
造
っ
て
轍
に
合
す
。
本
伎
倆
を
無
く
も 

壑
に
塞
り
溝
を
填
つ
。

﹇
釈
意
﹈

趙
州
が
「
庭
前
の
栢
樹
子
」
と
表
現
し
た
よ
う
に
、
見
る
者
に
よ
っ
て
外
世
界
は
同
一
で
は

な
い
。
心
意
識
の
働
き
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
異
な
る
の
で
あ
る
。
趙
州
は
、
そ
の
よ
う

な
相
対
か
ら
離
れ
、
海
に
浮
か
ん
だ
船
を
、
自
由
に
動
か
せ
る
よ
う
な
働
き
を
持
っ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
趙
州
が
弟
子
に
対
し
て
、
卓
越
し
た
指
導
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
も

表
し
て
い
る
。

真
実
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
を
、
栢
樹
子
の
語
で
如
実
に
示
し
た
。
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【
頌
】 

頌
曰
。
曼
殊
問
疾
。
老
毘
耶
。
不
二
門
開
。
看
作
家
。
玟
表
粹
中
誰
賞
鑒
。
忘
前
失
後
莫
咨
嗟
。
區
區
抱
璞
兮
。
楚
庭
虹
士
。
璨
璨
報
珠
兮
。
隋
城
斷
蛇
。

休
點
破
。
絶
疵
瑕
。
俗
氣
渾
無
。
却
較
些
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
曼
殊
疾
を
問
う
。
老
毘
耶
。
不
二
門
を
開
き
。
作
家
を
看
ん
。
珉
表
粹
中 
誰
か
賞
鑑
せ
ん
。
忘
前
失
後
咨
暛
す
る
こ
と
莫
れ
。
区
区
と
し
て
璞
を
投

ず
。
楚
庭
の
臏
士
。
璨
璨
と
し
て
珠
を
報
ず
。
隋
城
の
断
蛇
。
点
破
す
る
を
休
め
よ
。
玼
暇
絶
す
。
俗
気
渾
べ
て
無
く
。
却
っ
て
些
を
較
れ
り
。

﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
維
摩
詰
が
文
殊
菩
薩
に
質
問
を
し
ま
し
た
。

「
菩
薩
入
不
二
の
法
門
と
は
何
で
す
か
」。
文
殊
菩
薩
は
「
衲
の
考
え
で
は
、

全
て
の
真
理
は
、
言
説
を
離
れ
て
い
て
表
せ
な
い
も
の
で
す
。
言
葉
で
示
す

こ
と
も
、
識
る
こ
と
も
出
来
な
い
の
が
、
菩
薩
入
不
二
の
法
門
な
の
で
す
」。

こ
れ
に
つ
い
て
、
文
殊
菩
薩
は
、
維
摩
詰
に
質
問
を
し
ま
し
た
。「
衲
た
ち

は
意
見
を
各
自
述
べ
ま
し
た
。
今
度
は
、
あ
な
た
の
意
見
を
述
べ
て
下
さ

い
。
菩
薩
入
不
二
の
法
門
と
は
何
で
す
か
」。
維
摩
詰
は
、
黙
っ
て
い
ま
し

た
。

﹇
釈
意
﹈

維
摩
詰
と
文
殊
菩
薩
と
の
二
師
の
問
答
で
、
文
殊
菩
薩
は
、
仏
の
境
地
を
「
菩
薩
入
不
二
法

門
」
と
い
い
、
言
葉
や
分
別
は
不
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
在
家
で
あ
っ
て
も
維
摩
詰

は
、
そ
の
こ
と
を
充
分
に
理
解
し
て
い
た
の
で
、
文
殊
菩
薩
の
質
問
に
対
し
て
沈
黙
で
応
じ

た
。
仏
法
を
知
解
す
る
の
で
は
な
く
、
体
解
す
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。「
衲
た
ち
」

と
文
殊
菩
薩
が
い
っ
て
い
る
の
は
、
三
十
二
菩
薩
が
一
緒
に
見
舞
い
に
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

見
解
を
述
べ
終
え
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

第
四
十
八
則　

摩
経
不
二

【
本
則
】 
擧
。
維
摩
詰
問
文
殊
師
利
。
何
等
是
菩
薩
入
不
二
法
門
。
文
殊
師
利
曰
。
如
我
意
者
。
於
一
切
法
。
無
言
無
説
。
無
示
無
識
。
離
諸
問
答
。
是
爲
入
不
二

法
門
。
於
是
文
殊
師
利
問
維
摩
詰
言
。
我
等
各
自
説
已
。
仁
者
當
説
。
何
等
是
菩
薩
入
不
二
法
門
。
維
摩
默
然
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
維
摩
詰 
文
殊
師
利
に
問
う
。
何
等
か
是
れ
菩
薩
入
不
二
の
法
門
。
文
殊
師
利
曰
く
。
我
が
意
の
如
き
は
、
一
切
法
に
於
い
て
無
言
無
説
。
無
示
無
識
に
し

て
、
諸
の
問
答
を
離
る
。
是
れ
入
不
二
の
法
門
と
為
す
。
是
れ
に
於
い
て
文
殊
師
利 

維
摩
詰
に
問
う
て
言
く
。
我
等
各
自
に
説
き
已
る
。
仁
者
当
に
説
く
べ
し
。

何
等
か
是
れ
菩
薩
入
不
二
法
門
。
維
摩
黙
然
た
り
。
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﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
文
殊
菩
薩
が
維
摩
詰
を
見
舞
い
ま
し

た
。
菩
薩
入
不
二
の
法
門
に
つ
い
て
、
二
人
が
問
答
を
交
わ
し
ま
し
た
。
中

味
は
粋
玉
で
も
表
面
は
ま
だ
磨
か
れ
て
い
な
い
原
石
の
ま
ま
で
す
。
い
っ
た

い
誰
が
、
本
質
を
見
抜
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
分
が
分
ら
な
く
な
っ
て
も

た
め
息
を
つ
く
の
は
や
め
な
さ
い
。
そ
れ
は
、
自
分
を
卑
下
し
て
、
あ
た
か

も
磨
か
れ
て
い
な
い
玉
を
壊
す
よ
う
な
こ
と
な
の
で
、
本
質
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
は
っ
き
り
と
真
実
を
得
ら
れ
た
な
ら
ば
、
月
が
夜
を
照
ら
す

よ
う
な
輝
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
こ
と
さ
ら
に
本
質
を
見
抜
く
よ
う
な

こ
と
を
し
な
く
て
も
、
も
と
も
と
玉
に
瑕
は
な
い
の
で
す
。
世
間
を
捨
て
た

文
殊
菩
薩
よ
り
、
在
家
の
維
摩
詰
の
方
が
、
釈
尊
の
教
え
に
徹
底
し
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

﹇
釈
意
﹈

「
菩
薩
入
不
二
法
門
」
の
質
問
に
対
し
て
、
頌
で
は
、
玉
の
善
し
悪
し
の
こ
と
に
置
き
換
え

て
い
る
。
玉
を
磨
け
ば
（
修
行
）、
輝
き
を
放
つ
。
輝
き
の
あ
る
玉
の
瑕
を
探
す
（
言
葉
を

用
い
た
や
り
と
り
の
）
必
要
は
な
い
。
こ
こ
で
は
維
摩
詰
が
、
言
葉
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ

に
、
仏
法
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
維
摩
詰
所
説
経
』
に
よ

れ
ば
、
文
殊
菩
薩
は
、
そ
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
上
で
質
問
を
し
て
い
る
。
文
殊
菩
薩
が
、
維

摩
詰
を
試
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

﹇
語
彙
﹈ 

【
維
摩
詰
】
毘
摩
羅
詰
利
帝
の
こ
と
。
中
イ
ン
ド
毘
耶
離
城
の
長
者
。
在
家
に
て
、
大
乗
菩
薩
の
行
業
を
し
た
。【
文
殊
師
利
】
文
殊
菩
薩
の
こ
と
。【
曼
殊
】
文
殊
菩
薩
の
こ
と
。【
老
毘

耶
】
毘
舎
離
の
略
。
維
摩
は
毘
舎
離
城
中
に
生
ま
れ
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
。【
作
家
】
老
練
な
師
家
。【
臏
士
】

刑
（
断
足
の
刑
）
に
処
せ
ら
れ
た
人
。
断
足
と
宝
玉
に
つ

い
て
は
『
韓
非
子
』
和
氏
篇
十
三
の
引
用
（「
和
氏
の
壁
」
の
語
源
）。【
隋
城
断
蛇
】
隋
侯
行
い
て
大
蛇
の
傷
を
見
、
遂
に
神
薬
を
伝
け
て
去
る
。
後
に
珠
を
啣
ん
で
以
っ
て
報
ず
。
其

の
珠
径
り
寸
に
し
て
純
白
な
り
。
夜
光
明
あ
り
月
の
照
ら
す
が
如
し
（『
太
平
広
記
』
四
〇
二
）。【
点
破
】
さ
し
示
す
こ
と
。【『
維
摩
詰
所
説
経
』】
同
経
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

 

文
殊
師
利
曰
。
如
我
意
者
。
於
一
切
法
無
言
無
説
。
無
示
無
識
離
諸
問
答
是
爲
入
不
二
法
門
。
於
是
文
殊
師
利
。
問
維
摩
詰
。
我
等
各
自
説
已
。
仁
者
當
説
。
何
等
是
菩
薩
入
不
二
法

門
。
時
維
摩
詰
默
然
無
言
。
文
殊
師
利
歎
曰
。
善
哉
善
哉
。
乃
至
無
有
文
字
語
言
。
是
眞
入
不
二
法
門
。
説
是
入
不
二
法
門
品
時
。
於
此
衆
中
五
千
菩
薩
。
皆
入
不
二
法
門
得
無
生
法

忍
。（『
大
正
蔵
』
一
四
、
五
五
一
ｃ
）

第
四
十
九
則　

洞
山
供
真

【
本
則
】 

擧
。
洞
山
供
養
雲
巖
眞
次
。
遂
擧
前
邈
眞
話
。
有
僧
問
。
雲
巖
道
只
這
是
意
旨
如
何
。
山
云
。
我
當
時
洎
錯
會
先
師
意
。
僧
云
未
審
。
雲
巖
還
知
有
也
無
。

山
云
。
若
不
知
有
。
爭
解
恁
麼
道
。
若
知
有
爭
肯
恁
麼
道
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
洞
山 

雲
巌
の
真
を
供
養
す
る
次
い
で
。
遂
に
前
の
真
を
邈
す
る
話
を
挙
す
。
僧
有
り
て
問
う
。
雲
巌
祗
だ
這
れ
是
と
道
う
意
旨
如
何
。
山
云
く
。
我
当
時
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﹇
和
訳
﹈

諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
洞
山
良
价
が
雲
巌
曇
晟
の
真
像
を
供
養
す
る
こ

と
に
な
り
、
遷
化
さ
れ
る
前
の
、
真
像
が
描
か
れ
た
時
の
話
し
を
さ
れ
ま
し

た
。
あ
る
僧
が
質
問
を
し
ま
し
た
。「
雲
巌
が
、
こ
こ
に
仏
性
が
あ
る
と
答

え
た
の
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
で
し
ょ
う
」。
洞
山
は
「
衲
は
そ
の
頃
、

錯
っ
た
理
解
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
雲
巌
の
宗
旨
を
得
て
い
ま
せ
ん
」
と

答
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
僧
は
「
雲
巌
は
、
仏
性
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
」
と
再
び
問
い
ま
し
た
。
洞
山
は
「
も
し
（
仏
性
が
あ
る
こ
と

を
）
知
ら
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
も
し
（
仏
性
が
あ
る
こ
と
を
）
知
っ
て
い
た
な
ら
、
ど
う
し
て
、
こ
の

よ
う
に
言
う
こ
と
を
認
め
る
で
し
ょ
う
」
と
答
え
ま
し
た
。

﹇
釈
意
﹈

洞
山
了
价
が
師
で
あ
る
雲
巌
曇
晟
の
悟
り
に
つ
い
て
僧
に
示
し
た
。
仏
性
、
悟
り
に
つ
い
て

問
わ
れ
て
も
、
文
字
や
言
葉
で
伝
わ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
を
説
明
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
あ
れ
こ
れ
詮
索
し
て
事
実
を
知
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
こ
を
抜
け
出
し
て
真
の
自

己
を
確
立
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
雲
巌
が
達
悟
の
人
で
な
か
っ
た
ら
、「
た
だ
こ
れ
」
と

示
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
悟
道
と
い
う
分
別
が
も
し
あ
っ
た
な
ら
「
た
だ
こ

れ
」
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、
と
洞
山
は
い
っ
て
い
る
。

幾
ど
錯
っ
て
先
師
の
意
を
会
す
。
僧
云
く 

未
審
し
、
雲
巌
還
た
有
る
を
知
る
也
無
し
や
。
山
云
く
。
若
し
有
る
こ
と
を
知
ら
ず
ん
ば
。
争
か
恁
麼
に
道
う
こ
と
を

解
せ
ん
。
若
し
知
る
こ
と
有
ら
ば 

争
か
恁
麼
に
道
う
こ
と
を
肯
ぜ
ん
。

【
頌
】 

頌
曰
。
爭
解
恁
麼
道
。
五
更
雞
唱
家
林
曉
。
爭
肯
恁
麼
道
。
千
年
鶴
與
雲
松
老
。
寶
鑑
澄
明
驗
正
偏
。
玉
機
轉
側
看
兼
到
。
門
風
大
振
兮
規
歩
綿
綿
。
父

子
變
通
兮
聲
光
浩
浩
。

﹇
訓
読
﹈ 

頌
に
曰
く
。
争
か
恁
麼
に
道
う
こ
と
を
解
せ
ん
。
五
更
の
鶏 

家
林
の
暁
に
唱
う
。
争
か
恁
麼
に
道
う
こ
と
を
肯
ぜ
ん
。
千
年
の
鶴 

雲
松
と
与
に
老
う
。
宝
鑑
澄
明

に
し
て
正
偏
を
験
す
。
玉
機
転
側
し
て
兼
到
を
看
よ
。
門
風
大
い
に
振
っ
て
規
歩
綿
綿
た
り
。
父
子
変
通
し
て
声
光
浩
浩
た
り
。

﹇
和
訳
﹈

天
童
覚
和
尚
が
頌
に
い
い
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
、
こ
の
よ
う
に
言
う
こ
と

を
理
解
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
五
更
の
時
を
鶏
が
知
ら
せ
、
日
が
昇
る

と
、
家
や
林
が
暁
色
に
な
る
よ
う
に
、
隠
れ
て
い
た
も
の
が
現
れ
て
き
ま

﹇
釈
意
﹈

明
と
暗
の
二
極
が
相
対
し
て
い
る
と
き
、
真
実
は
隠
れ
て
み
え
な
い
。
そ
れ
は
、
煩
悩
が
あ

り
、
眼
前
に
現
れ
て
い
る
も
の
も
見
え
て
い
な
い
分
別
地
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

仏
法
に
置
き
換
え
て
も
同
じ
こ
と
で
、
文
字
の
理
解
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
師
の
教
え
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彙
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【
洞
山
】
洞
山
良
价
（
807
〜
869
）
の
こ
と
。
雲
巌
曇
晟
の
法
嗣
。
越
州
（
浙
江
省
）
諸
曁
県
の
人
。
俗
性
は
兪
氏
。
五
洩
山
霊
黙
に
従
っ
て
出
家
。
大
中
年
間
（
847
〜
860
）
に
豫
章
（
江

西
省
）
の
高
安
の
新
豊
洞
に
入
り
、
洞
山
広
福
寺
を
建
立
。【
雲
巌
】
雲
巌
曇
晟
（
780
〜
841
）
の
こ
と
。
薬
山
惟
儼
の
法
嗣
。
鐘
陵
建
昌
の
人
。
俗
性
は
王
氏
。
二
十
年
、
百
丈
懐
海
に

参
じ
た
後
、
薬
山
惟
儼
の
法
を
嗣
い
だ
。【
邈
真
話
】
真
相
を
写
す
（
肖
像
を
描
く
）
こ
と
。【
宝
鑑
】
貴
重
な
鏡
の
こ
と
。
霊
智
の
た
と
え
。【
規
歩
綿
綿
】『
顔
氏
家
訓
』
序
致
篇
の
引

用
。
一
挙
一
動
が
規
矩
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
。
綿
綿
は
、
長
く
続
い
て
断
え
ざ
る
さ
ま
。【
声
光
浩
浩
】
名
声
や
徳
光
が
広
ま
る
さ
ま
。

第
五
十
則　

雪
峰
甚
麼

【
本
則
】 

擧
。
雪
峰
住
庵
時
。
有
兩
儈
來
禮
拜
。
峰
見
來
以
手
托
庵
門
放
身
出
云
。
是
甚

。
儈
亦
云
。
是
甚

。
峰
低
頭
歸
庵
。
儈
後
到
巌
頭
。
頭
問
。
甚

處

來
。
儈
云
。
嶺
南
。
頭
云
。
曾
到
雪
峰

。
儈
云
。
曾
到
。
頭
云
。
有
何
言
句
。
儈
擧
前
話
。
頭
云
。
他
道
甚

。
儈
云
。
他
無
語
低
頭
歸
庵
。
頭
云
。

噫
當
時
不
向
他
道
末
後
句
。
若
向
伊
道
天
下
人
不
奈
雪
老
何
。
儈
至
夏
末
再
擧
前
話
請
益
。
頭
云
。
何
不
早
問
。
儈
云
。
未
敢
容
易
。
頭
云
。
雪
峰
雖
與

我
同
條
生
。
不
與
我
同
條
死
。
要
知
末
後
句
。
只
這
是
。

﹇
訓
読
﹈ 

挙
す
。
雪
峰
住
庵
の
時
。
両
僧
あ
り 

来
っ
て
礼
拝
す
。
峰 

来
る
を
見
て 
手
を
以
て
庵
門
を
托
し
て 

放
身
し
て
出
で
て
云
く
。
是
れ
甚
麼
ぞ
。
僧
亦
云
く
。
是
れ

な
ん
ぞ
。
峰 

低
頭
し
て
庵
に
帰
る
。
僧 

後
に
巌
頭
に
到
る
。
頭
問
う
。
い
ず
れ
の
処
よ
り
来
る
や
。
僧
云
く
。
嶺
南
。
頭
云
く
。
曽
て
雪
峰
に
到
る
や
。
僧
云

く
。
曽
て
到
る
。
頭
云
く
。
何
の
言
句
か
あ
り
し
。
僧 

前
話
を
挙
す
。
頭
云
く
。
他
は
な
ん
と
道
い
し
や
。
僧
云
く
。
他 

語
無
く
し
て
低
頭
し
て
庵
に
帰
る
。
僧

云
く
。
噫 

当
時 

他
に
向
か
っ
て
末
後
の
句
を
道
わ
ざ
り
き
。
若
し
伊
に
向
か
っ
て
道
わ
ば
天
下
の
人 

雪
老
を
奈
何
と
も
せ
ず
。
僧 

夏
末
に
至
っ
て
再
び
前
話
を

挙
し
て
請
益
す
。
頭
云
く
。
何
ぞ
早
く
問
わ
ざ
る
。
僧
云
く
。
未
だ
敢
え
て
容
易
に
せ
ず
。
頭
云
く
。
雪
峰
は
我
と
同
条
に
生
ず
と
雖
も
。
我
と
同
条
に
死
せ
ず
。

す
。
ど
う
し
て
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。
千
年

生
き
た
鶴
が
、
雲
に
か
か
っ
た
松
の
枝
の
上
で
時
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う

に
、
表
に
現
れ
て
い
る
も
の
が
隠
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
貴
重
な
鏡
は
、
煩
悩

の
入
る
余
地
が
な
い
ほ
ど
明
る
く
、
現
れ
て
い
る
も
の
、
隠
れ
て
い
る
も
の

も
正
し
く
映
し
て
い
ま
す
。
玉
が
動
く
よ
う
に
、
時
の
流
れ
に
よ
っ
て
転
変

し
、
移
り
か
わ
る
世
界
が
現
実
世
界
な
の
で
す
。
洞
山
の
家
風
は
、
弟
子
達

に
よ
っ
て
脈
々
と
続
い
て
い
ま
す
。
師
資
の
仏
法
は
、
自
在
に
適
応
し
て
天

下
に
名
声
が
と
ど
ろ
い
て
い
ま
す
。

を
受
け
止
め
て
、
体
現
し
な
く
て
は
、
真
に
仏
法
が
相
伝
し
た
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
を

「
仏
向
上
」
と
い
い
「
進
一
歩
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
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諸
君
よ
く
聴
き
な
さ
い
。
雪
峰
が
庵
に
住
し
て
い
た
時
、
二
人
の
僧
が
来
て

礼
拝
し
ま
し
た
。
雪
峰
は
二
人
の
僧
が
来
る
の
を
見
て
、
手
で
庵
の
門
を
押

し
開
き
、
体
を
転
じ
て
言
い
ま
し
た
。「
こ
れ
は
な
ん
で
す
か
」。
僧
も
言
い

ま
し
た
。「
こ
れ
は
な
ん
で
す
か
」
と
。
そ
れ
を
聞
い
て
雪
峰
は
頭
を
下
げ

て
庵
に
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
僧
は
後
に
巌
頭
の
所
を
尋
ね
ま
し

た
。
巌
頭
は
問
い
ま
し
た
。「
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
す
か
」。
僧
は
言
い
ま
し

た
。「
嶺
南
で
す
」。
巌
頭
は
再
び
問
い
ま
し
た
。「
雪
峰
の
所
へ
行
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
」。
僧
は
言
い
ま
し
た
。「
あ
り
ま
す
」。
巌
頭
は
問
い
ま

し
た
。「
雪
峰
は
ど
ん
な
説
法
を
し
て
い
ま
す
か
」。
僧
は
雪
峰
を
尋
ね
た
時

の
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
巌
頭
は
言
い
ま
し
た
。「
雪
峰
は
何
か
言
い
ま
し

た
か
」。
僧
は
言
い
ま
し
た
。「
な
に
も
言
わ
ず
、
頭
を
下
げ
て
庵
に
帰
っ
て

い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」。
巌
頭
は
言
い
ま
し
た
。「
あ
あ 

残
念
だ
。
あ
の

時
、
雪
峰
に
決
着
の
一
句
を
伝
え
な
か
っ
た
こ
と
が
。
も
し
雪
峰
が
会
得
し

て
い
れ
ば
、
天
下
の
人
々
は
雪
峰
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ

う
に
」
と
。
僧
は
夏
安
居
の
終
わ
り
に
、
再
び
前
の
話
を
取
り
上
げ
て
巌
頭

に
教
え
を
請
い
ま
し
た
。
巌
頭
は
言
い
ま
し
た
。「
ど
う
し
て
も
っ
と
早
く

問
わ
な
い
の
だ
」。
僧
は
言
い
ま
し
た
。「
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。

巌
頭
は
言
い
ま
し
た
。「
雪
峰
と
衲
は
同
じ
生
ま
れ
で
す
が
、
一
緒
に
死
ぬ

こ
と
は
な
い
の
で
す
。
ぎ
り
ぎ
り
決
着
の
一
句
を
し
り
た
い
な
ら
ば
、
た

だ
、
こ
れ
が
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
す
」。

﹇
釈
意
﹈

雪
峰
義
存
と
巌
頭
全
豁
は
、
同
じ
徳
山
宣
鑑
の
代
表
的
な
門
下
で
あ
り
兄
弟
子
で
あ
る
。
巌

頭
の
こ
と
は
第
二
十
二
則
「
巌
頭
拝
喝
」
に
出
て
お
り
、
師
匠
の
徳
山
と
力
を
合
わ
せ
て
、

法
弟
の
雪
峰
を
指
導
し
大
悟
に
導
い
た
話
で
あ
る
。
雪
峰
は
兄
弟
子
の
巌
頭
に
育
て
ら
れ
、

徳
山
の
同
門
と
な
り
、
こ
の
兄
弟
弟
子
の
物
話
が
本
則
で
あ
る
。
会
昌
の
沙
汰
と
い
わ
れ
る

仏
教
弾
圧
の
時
代
に
、
雪
峰
は
庵
に
両
僧
が
来
る
の
を
見
て
渾
身
で
法
を
示
し
た
の
で
あ

る
。
両
僧
の
対
応
を
見
て
、
仏
の
教
え
の
す
べ
て
は
眼
前
に
現
れ
て
お
り
、
こ
の
世
界
が
仏

世
界
で
あ
り
真
実
で
あ
る
の
に
、
こ
の
両
僧
は
問
答
の
形
だ
け
知
っ
て
い
る
偽
物
と
見
破

り
、
負
け
た
ふ
り
を
し
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
僧
は
、
巌
頭
に
参
学
し
た
折
り
、
雪
峰

が
何
を
教
え
た
か
と
問
わ
れ
て
経
緯
を
話
し
た
。
雪
峰
は
無
語
で
帰
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
、

究
極
の
一
句
を
教
え
て
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
僧
に
こ
と
さ
ら
に
聞
か

せ
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
巌
頭
に
し
て
み
れ
ば
、
雪
峰
の
教
え
に
迷
う
僧
を
導
こ
う
と
試
み

て
、
自
身
で
の
究
明
に
向
か
わ
せ
て
い
る
。
雪
峰
の
「
こ
れ
な
ん
ぞ
」
と
巌
頭
の
「
た
だ
こ

れ
こ
れ
」
は
同
意
で
あ
る
。
同
じ
師
匠
の
も
と
で
了
悟
し
て
も
、
悟
後
の
宗
風
が
違
う
の
だ

と
親
切
に
導
い
て
い
る
。
師
の
道
を
た
だ
な
ぞ
る
の
は
、
真
の
悟
道
と
い
え
な
い
。

末
後
の
句
を
知
ら
ん
と
要
せ
ば
。
只
だ
這
れ
是
れ
。
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
四
二
号

﹇
語
彙
﹈ 

【
雪
峰
】
雪
峰
義
存
（
822
〜
908
）、
徳
山
宣
鑑
の
法
嗣
。
真
覚
禅
師
。【
巌
頭
】
巌
頭
全
奯
（
828
〜
887
）、
徳
山
宣
鑑
の
法
嗣
。
謚
は
清
厳
大
師
。
雪
峰
の
兄
弟
子
。【
夏
末
】
四
月
十
五
日

よ
り
七
月
十
五
日
に
至
る
三
ヶ
月
九
十
日
を
一
夏
と
い
う
。
此
の
間
、
禁
足
し
て
安
居
弁
道
す
る
こ
と
を
結
制
安
居
と
い
う
。
夏
末
は
そ
の
一
夏
の
終
わ
り
の
前
の
時
を
い
う
。【
請

益
】
も
と
は
『
礼
記
』
の
語
で
、
学
人
が
古
則
公
案
に
つ
い
て
師
家
に
審
問
し
て
垂
誡
を
受
け
る
こ
と
を
い
う
。【
切
磋
琢
磨
】
と
く
他
の
指
導
を
受
け
、
自
ら
も
進
ん
で
徳
を
進
め
る

こ
と
を
い
う
。【

訛
】
言
葉
が
入
り
込
ん
で
理
解
し
難
い
こ
と
。
こ
こ
で
は
な
ま
り
言
葉
。【
葛
陂
化
龍
の
杖
】
故
事
に
、
昔
、
費
長
房
と
い
う
人
が
壺
公
と
い
う
仙
人
に
遇
う
て
、
山

に
入
っ
て
修
行
し
た
が
、
成
功
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
暇
を
乞
う
て
帰
る
と
き
に
、
こ
の
杖
を
葛
陂
と
い
う
池
に
投
げ
入
れ
よ
と
い
っ
た
。
費
長
房
が
杖
を
葛
陂
に
投
げ
込
ん
だ
ら
、
そ

れ
が
忽
ち
竜
に
な
っ
て
昇
天
し
た
と
い
う
。【
陶
家
居
蟄
の
梭
】
故
事
に
、
陶
侃
と
い
う
少
年
が
雷
沢
で
魚
と
り
を
し
て
い
た
ら
、
古
い
梭
が
網
に
か
か
っ
て
き
た
。
そ
の
梭
を
持
ち

帰
っ
て
、
壁
に
か
け
て
お
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
雷
雨
が
あ
っ
た
。
す
る
と
、
そ
の
梭
が
竜
に
な
っ
て
昇
天
し
た
と
い
う
。

﹇
和
訳
﹈

雪
峰
と
巌
頭
は
自
ら
の
修
行
を
み
が
き
、
変
わ
っ
た
行
動
や
な
ま
り
言
葉
を

用
い
ま
す
。
龍
と
な
っ
た
杖
の
よ
う
で
あ
り
、
壁
に
掛
け
ら
れ
て
龍
と
な
る

の
を
待
っ
て
い
る
梭
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
同
じ
と
こ
ろ
に
う
ま
れ
る
こ
と

は
多
く
あ
っ
て
も
、
同
じ
と
こ
ろ
で
死
ぬ
こ
と
は
少
な
い
の
で
す
。
最
後
の

一
言
は
、「
他
な
ら
ぬ
こ
れ
が
そ
う
だ
」
に
つ
き
ま
す
。
風
に
ま
か
せ
て
、

舟
が
月
を
載
せ
て
秋
の
水
辺
に
浮
か
ん
で
い
ま
す
。

﹇
釈
意
﹈

巌
頭
と
雪
峰
の
兄
弟
は
、
師
・
徳
山
の
下
で
切
磋
琢
磨
し
て
得
悟
し
て
い
る
。
雪
峰
は
門
を

突
然
開
い
て
、「
こ
れ
な
ん
ぞ
」
と
言
っ
て
摂
化
を
行
じ
た
。
巌
頭
は
末
期
の
一
句
云
々
と

い
い
、
更
に
分
別
を
捨
て
る
べ
き
こ
と
を
示
し
た
。
宏
智
は
、
表
現
は
異
な
っ
て
も
伝
え
た

い
こ
と
は
同
じ
で
あ
り
、
同
じ
徳
山
門
下
で
仏
法
を
会
得
し
た
と
し
て
も
、
修
行
僧
を
導
く

接
化
の
様
態
は
同
じ
で
な
い
と
い
う
。

【
頌
】 

頌
曰
。
切
磋
琢
磨
。
變
態

訛
。
葛
陂
化
龍
之
杖
。
陶
家
居
蟄
之
梭
。
同
條
生
兮
有
數
。
同
條
死
兮
無
多
。
末
後
句
只
這
是
。
風
舟
載
月
浮
秋
水
。

﹇
訓
読
﹈ 
頌
に
曰
く
。
切
磋
し
琢
磨
し
。
変
態
し

訛
す
。
葛
陂
化
龍
の
杖
。
陶
家
居
蟄
の
梭
。
同
条
に
生
ず
る
は
数
あ
り
。
同
条
に
死
す
る
は
多
無
し
。
末
後
の
一
句
只
這

是
。
風
舟 

月
を
載
せ
て
秋
水
に
浮
ぶ
。
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